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肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
と
そ
の
拡
散

重

藤

輝

行

は
じ
め
に

横
穴
式
石
室
の
出
現
は
古
墳
時
代
を
前
半
と
後
半
に
二
分
す
る
葬
制
上
の
大
き
な
画

期
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
︒
古
墳
時
代
の
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
と
の
対
外
交
渉
の
ル
ー

ト
や
時
期
︑
性
格
も
関
連
し
︑
重
要
な
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
︒

日
本
で
の
横
穴
式
石
室
の
出
現
と
各
地
へ
の
拡
散
は
︑
大
き
く
は
九
州
型
と
畿
内
型

に
分
か
れ
る
︒
九
州
型
は
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
を
中
心
と
し
た
北
部
九
州
型
と
︑
熊
本

県
を
中
心
と
し
た
肥
後
型
に
細
分
さ
れ
る
︒
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
は
︑

後
述
す
る
よ
う
に
︑
初
期
横
穴
式
石
室
の
展
開
の
中
で
大
き
な
鍵
と
な
る
と
さ
れ
て
き

た
︒
唐
津
市
谷
口
古
墳
は
日
本
最
古
の
横
穴
式
石
室
で
あ
り
︑
肥
前
に
は
北
部
九
州
型

と
肥
後
型
の
双
方
の
要
素
を
も
つ
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室
が
成
立
し
た
︒

こ
こ
で
は
古
墳
時
代
中
期
の
肥
前
の
横
穴
式
石
室
を
中
心
に
検
討
を
行
う
︒
こ
の
地

域
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
筆
者
が
独
自
の
調
査
に
よ
り
新
資
料
を
発
見
し
た

り
︑
新
た
な
方
法
論
で
分
析
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
︑
近
年
︑
九
州
北
部
の
内
外
で
の

初
期
横
穴
式
石
室
の
拡
散
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
が
あ
り
︑
そ
れ
を
通
じ
て
こ
の
地

域
の
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
今
回
は
︑

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
︑
古
墳
時
代
中
期
の
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
を
概
観

し
︑
そ
の
各
地
へ
の
拡
散
の
意
義
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
︒

一

研
究
の
展
開

初
期
の
調
査
と
研
究

佐
賀
県
に
お
け
る
初
期
の
横
穴
式
石
室
の
調
査
例
と
し
て
は
︑

大
正
一
三
年
に
発
見
さ
れ
た
唐
津
市
横
田
下
古
墳
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
︵
佐
賀
県
一

九
三
〇
︑
松
尾
一
九
五
一
︶︒
第
二
次
世
界
大
戦
後
︑
古
墳
発
掘
調
査
事
例
の
蓄
積
が
進

む
以
前
の
段
階
で
は
︑
横
田
下
古
墳
は
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
典
型
例
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
︵
小
林
一
九
六
一
︶︑
肥
前
さ
ら
に
は
九
州
北
部
が
横
穴
式
石
室
出
現
︑
普

及
の
鍵
と
な
る
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
る
現
在
の
研
究
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
︒
ま

た
︑
戦
時
中
の
目
達
原
古
墳
群
の
発
掘
調
査
︵
松
尾
一
九
五
〇
︶
で
は
古
墳
時
代
中
期

か
ら
後
期
の
連
続
的
な
首
長
墓
群
が
調
査
さ
れ
︑
目
達
原
大
塚
古
墳
な
ど
の
初
期
横
穴

式
石
室
を
含
め
︑
横
穴
式
石
室
の
変
遷
を
解
明
す
る
糸
口
と
な
っ
た
︒

一
九
五
〇
年
代
前
半
に
は
初
期
横
穴
式
石
室
の
佐
賀
市
関
行
丸
古
墳
が
発
掘
調
査
さ

れ
︑
詳
細
な
実
測
図
が
記
録
さ
れ
る
な
ど
︑
現
在
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る

︵
渡
辺
一
九
五
三
︶︒
こ
れ
ら
の
肥
前
の
横
穴
式
石
室
の
調
査
結
果
を
重
要
な
基
礎
資
料

の
一
部
と
し
て
︑
森
貞
次
郎
氏
︵
森
一
九
四
九
︶︑
樋
口
隆
康
氏
︵
樋
口
一
九
五
五
︶︑

小
林
行
雄
氏
︵
小
林
編
一
九
六
四
︶
ら
に
よ
っ
て
︑
九
州
の
横
穴
式
石
室
の
変
遷
︑
畿

内
に
先
行
し
て
出
現
す
る
九
州
の
横
穴
式
石
室
の
意
義
が
論
じ
ら
れ
た
︒

九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
対
す
る
注
目

小
林
行
雄
氏
︑
樋
口
隆
康
氏
︑
白
石
太
一

肥前の初期横穴式石室とその拡散
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郎
氏
︵
白
石
一
九
六
五
︶
は
︑
畿
内
の
初
期
横
穴
式
石
室
と
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室

が
系
統
を
異
に
す
る
こ
と
を
解
明
し
た
︒
ま
た
︑
一
九
六
五
年
に
始
ま
る
福
岡
市
老
司

古
墳
の
発
掘
調
査
や
︑
一
九
八
一
年
の
福
岡
市
鋤
崎
古
墳
の
発
掘
調
査
に
よ
り
最
古
級

の
横
穴
式
石
室
が
明
ら
か
に
な
り
︑
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
研
究
が
活
性
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
︒

柳
沢
一
男
氏
︑
蒲
原
宏
行
氏
は
北
部
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
変
遷
を
検
討
し
︑

大
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
と
︑
玄
室
幅
の
幅
の
狭
い
小
型
の
﹁
竪
穴
系
横
口
式
石
室
﹂

の
間
が
時
間
差
で
は
な
く
︑
階
層
差
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︵
柳
沢
一
九
八
二
︑

蒲
原
一
九
八
三
︶︒
山
崎
信
二
氏
は
九
州
の
横
穴
式
石
室
の
展
開
を
整
理
し
︑
初
期
の

一
群
を
含
む
九
州
系
の
横
穴
式
石
室
の
拡
散
を
検
討
し
た
︵
山
崎
一
九
八
五
︶︒
ま
た
︑

柳
沢
氏
や
小
田
富
士
雄
氏
︵
小
田
一
九
八
〇
︶︑
森
下
浩
行
氏
︵
森
下
一
九
八
六
・
一
九

八
七
︶
は
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
と
朝
鮮
半
島
の
祖
型
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
検
討
の
中
で
︑
横
田
下
古
墳
石
室
が
老
司
古
墳
︑
鋤
崎
古
墳
よ
り
新
し
い
段

階
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
石
室
の
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
︑
初
期
横
穴
式
石
室
の
定

型
化
し
た
タ
イ
プ
と
し
て
関
行
丸
古
墳
の
よ
う
な
石
室
形
態
が
中
期
後
半
に
出
現
す
る

こ
と
な
ど
︑
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
対
す
る
理
解
も
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒
一
方
︑
唐
津
市
谷
口
古
墳
の
東
西
石
室
は
以
前
は
︑
長
持
形
石
棺
を
設
置
し
た
合

掌
型
の
側
壁
を
も
つ
竪
穴
式
石
室
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
︑
土
生
田
純
之
氏

は
横
口
部
を
持
つ
可
能
性
を
指
摘
し
︑
後
に
発
掘
調
査
で
実
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

︵
土
生
田
一
九
八
三
︶︒

ま
た
︑
柳
沢
一
男
氏
は
北
部
九
州
型
と
肥
後
型
の
双
方
の
特
徴
を
あ
わ
せ
持
つ
タ
イ

プ
と
し
て
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室
を
設
定
し
︑
肥
前
︑
筑
後
に
多
い
と
し
た
︵
柳
沢

一
九
九
三
︶︒
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
考
慮
し
︑
本
稿
で
は
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石

室
の
展
開
を
そ
れ
以
外
の
初
期
の
横
穴
式
石
室
の
展
開
と
区
別
し
て
検
討
す
る
︒

近
年
の
研
究

一
九
九
九
年
︑
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
で
は
︑
九
州
各
地
の
横
穴
式

石
室
を
集
成
し
た
資
料
集
を
刊
行
し
た
︒
集
成
に
よ
り
記
録
保
存
の
た
め
の
発
掘
調
査

を
経
て
失
わ
れ
た
古
墳
や
︑
現
存
す
る
も
の
の
見
学
困
難
な
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
の

情
報
が
網
羅
さ
れ
︑
肥
前
を
始
め
と
す
る
九
州
各
地
の
横
穴
式
石
室
の
展
開
を
概
観

し
︑
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
ま
た
︑
初
期
横
穴
式
石
室
に
限
ら
な
い
中
期
か
ら

後
期
を
通
じ
た
研
究
の
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
︒
同
資
料
集
に
掲
載
さ
れ
た
小
松
譲
氏

の
論
考
で
は
後
期
に
お
い
て
片
袖
の
石
室
の
多
い
佐
賀
平
野
西
部
牛
津
川
流
域
や
独
立

立
柱
の
玄
門
を
形
成
す
る
佐
賀
平
野
西
部
杵
島
山
麓
の
地
域
的
な
類
型
の
存
在
が
解
明

さ
れ
た
︒
こ
れ
は
肥
前
の
横
穴
式
石
室
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
九
州
の
横

穴
式
石
室
の
地
域
型
の
設
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︵
小
松
一
九
九
九
︶︒

近
年
で
は
︑
初
期
横
穴
式
石
室
に
限
ら
ず
︑
古
墳
時
代
を
通
じ
た
横
穴
式
石
室
の
技

術
的
な
特
性
を
考
慮
し
た
地
域
型
の
設
定
が
進
ん
で
い
る
︒
九
州
北
部
で
は
地
域
性
に

基
づ
い
て
︑
糸
島
型
︑
宗
像
型
︑
筑
前
型
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
る
︵
藏
冨
士
二
〇
〇

九
︑
小
嶋
二
〇
一
二
他
︶︒
肥
前
を
タ
イ
プ
と
す
る
も
の
は
な
い
が
︑
後
期
の
横
穴
式
石

室
で
は
西
北
九
州
型
が
設
定
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
で
は
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
つ

い
て
新
た
に
タ
イ
プ
を
設
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
地
域
型
の
背
景
に
あ
る
技
術
的

な
特
徴
の
形
成
過
程
︑
地
域
間
関
係
に
も
注
目
し
た
い
︒
ま
た
︑
宇
野
愼
敏
氏
は
黄
金

山
古
墳
な
ど
長
崎
県
内
の
横
穴
式
石
室
を
検
討
し
て
お
り
︑
肥
前
西
部
の
初
期
横
穴
式

石
室
に
対
す
る
重
要
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
︵
宇
野
二
〇
一
三
︶︒

一
方
︑
韓
国
で
は
ソ
ウ
ル
市
︑
京
畿
道
・
忠
清
道
で
百
済
漢
城
期
の
横
穴
式
石
室
の

調
査
が
進
ん
で
い
る
︵
金
武
重
二
〇
一
三
︑
金
奎
運
二
〇
一
八
他
︶︒
谷
口
古
墳
や
北
部

九
州
型
︑
肥
後
型
の
直
接
の
祖
形
と
な
る
よ
う
な
横
穴
式
石
室
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
が
︑
今
後
の
研
究
の
進
展
が
予
測
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
前
半

の
朝
鮮
半
島
南
海
岸
地
域
︑
全
羅
南
道
栄
山
江
流
域
で
は
︑
前
方
後
円
墳
な
ど
倭
系
古
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墳
で
九
州
系
の
横
穴
式
石
室
が
か
な
り
普
遍
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
︑
朝
鮮
半
島

で
の
変
容
も
見
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
︵
金
洛
中
二
〇
〇
八
︑
洪
潽
植
二

〇
〇
九
他
︶︒
朝
鮮
半
島
の
事
例
は
︑
三
国
時
代
の
考
古
学
︑
歴
史
学
の
脈
絡
の
中
に
位

置
づ
け
て
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
︑
こ
こ
で
本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
︑

肥
前
の
横
穴
式
石
室
の
検
討
か
ら
提
起
で
き
る
若
干
の
展
望
に
つ
い
て
︑
本
稿
で
は
言

及
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

本
稿
で
の
問
題
設
定

以
上
の
よ
う
な
研
究
の
展
開
を
受
け
て
︑
本
稿
で
は
︑
佐
賀
県

を
中
心
と
す
る
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
を
取
り
上
げ
る
︒
地
域
性
の
形
成
を
見
る
た

め
に
︑
各
種
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
展
開
を
整
理
し
︑
階
層
的
な
差
に
も
注
意
す
る
︒

さ
ら
に
︑
肥
前
の
横
穴
式
石
室
は
九
州
外
に
拡
散
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
︑
そ

の
検
討
を
行
う
︒
ま
た
︑
九
州
北
部
で
の
横
穴
式
石
室
の
普
及
に
も
肥
前
の
横
穴
式
石

室
が
鍵
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
そ
の
様
相
を
検
討
し
︑
古
墳
時
代
の
地
域

社
会
や
古
墳
築
造
の
社
会
関
係
を
考
慮
し
て
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
︒

な
お
︑
本
稿
で
は
古
墳
時
代
中
期
の
事
例
を
初
期
横
穴
式
石
室
と
捉
え
︑
検
討
の
対

象
と
す
る
︒
時
期
を
細
か
く
表
示
す
る
場
合
は
﹃
前
方
後
円
墳
集
成
﹄
の
編
年
︵
近
藤

編
一
九
九
二
︑
以
下
﹁
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
﹂
と
す
る
︶
を
基
準
に
表
現
す
る
︒
前

方
後
円
墳
集
成
編
年
四
～
八
期
を
中
期
と
し
︑
大
阪
府
陶
邑
窯
跡
の
須
恵
器
編
年
と
対

応
さ
せ
れ
ば
Ｔ
Ｋ
七
三
型
式
を
六
期
︑
Ｔ
Ｋ
二
一
六
～
Ｔ
Ｋ
二
〇
八
型
式
を
七
期
︑
Ｔ

Ｋ
二
三
～
Ｔ
Ｋ
四
七
型
式
を
八
期
と
考
え
る
︵
第
一
図
︶︒

な
お
︑
筆
者
は
九
州
北
部
の
古
墳
時
代
の
諸
問
題
を
論
じ
る
際
に
︑
肥
前
の
横
穴
式

石
室
の
様
相
と
他
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
断
片
的
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
︵
重

藤
二
〇
一
一
ａ
・
二
〇
一
一
ｂ
・
二
〇
一
五
・
二
〇
一
八
ａ
・
二
〇
一
八
ｂ
他
︶︒
本
稿

は
こ
れ
ら
の
筆
者
の
先
行
す
る
文
章
中
で
の
肥
前
の
横
穴
式
石
室
に
関
す
る
記
述
を
基

礎
に
作
成
し
た
部
分
も
あ

(１
)

る
︒

肥前の初期横穴式石室とその拡散

重 藤 輝 行
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第１図 本稿で用いる土師による時期区分と前方後円墳集成編年・絶対年代

古墳時代編年

１期

２期

３期

４期

中
期

前
期

年代 近畿・中四国 九州 朝鮮半島

300

400

５期

６期

７期

８期

後
期

１～10 期は『前方
後円墳集成』編年

500

須恵器
編年
TG232

TK73

350

450 TK216

TK208

TK23

TK47

（ON46）

MT15
TK10
MT85
TK43

550
９期

10 期
TK209600

大阪・津堂城山

京都・雲部車塚

大阪・大仙陵

福岡・一貴山銚子塚
佐賀・谷口

福岡・鋤崎
福岡・老司

南井里 119 号
可楽洞５号

（475百済・熊津遷都）

（369百済・七支刀）

（391高句麗・広開
土王即位）

（371百済・近肖
古王平壌攻撃）

（528 磐井の乱）

大阪・高井田山

岡山・千足

（313高句麗・楽
浪郡を滅ぼす）

（458
立干没）

409 徳興里

西新町

353 平壌駅前 利墓

佐賀・横田下

福岡・勝浦峯ノ畑

福岡・セスドノ
福岡・番塚

福岡・勝浦井ノ浦前方部

（523 百済・武寧王陵）

（427高句麗・平壌
遷都）

熊本・小坂大塚

熊本・大鼠蔵尾
張宮

馬山里１号

佐賀・関行丸

皇南大塚
三重・おじょか
福井・向山１号 佐賀・小城円山



二

肥
前
に
お
け
る
初
期
横
穴
式
石
室
の
展
開

(

一
︶
横
穴
式
石
室
の
出
現

九
州
北
部
最
古
級
の
横
穴
式
石
室

北
部
九
州
で
は
古
墳
時
代
中
期
初
頭
︑
前
方
後
円

墳
集
成
編
年
四
期
に
は
佐
賀
県
唐
津
市
谷
口
古
墳
︵
家
田
他
編
一
九
九
一
︶︑
福
岡
市
西

区
鋤
崎
古
墳
︵
杉
山
二
〇
〇
二
︶︑
福
岡
市
南
区
老
司
古
墳
︵
山
口
他
編
一
九
八
九
︶
で

最
古
級
の
横
穴
式
石
室
が
出
現
す
る
︵
古
墳
の
分
布
は
第
二
図
参
照
︶︒
こ
れ
ら
の
石

室
の
前
後
関
係
に
関
し
て
は
︑
谷
口
古
墳
︑
老
司
古
墳
三
号
石
室
は
石
室
短
壁
上
部
を

開
口
部
と
す
る
の
に
対
し
︑
鋤
崎
古
墳
は
明
確
な
両
袖
︑
玄
門
部
を
持
つ
か
な
り
完
成

さ
れ
た
形
態
を
と
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
︒
副
葬
品
の
様
相
も
考
慮
し
︑
現
状
で
は
谷

口
古
墳
が
最
も
先
行
す
る
と
推
測
す
る
研
究
者
が
多
い
︒

谷
口
古
墳
は
全
長
七
七
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
︑
後
円
部
に
二
基
の
石
室
を
設
け
︑
前

期
後
半
～
末
の
指
標
的
な
副
葬
品
で
あ
る
仿
製
三
角
縁
神
獣
鏡
︑
石
製
腕
飾
類
の
ひ
と

つ
の
車
輪
石
を
副
葬
す
る
と
と
も
に
︑
横
穴
式
石
室
内
に
中
期
の
畿
内
の
大
王
墓
の
埋

葬
を
特
徴
づ
け
る
長
持
形
石
棺
を
納
め
て
い
る
︒
副
葬
品
と
長
持
形
石
棺
の
年
代
を
考

慮
す
る
と
四
期
に
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
︒

な
お
︑
近
年
で
は
︑
中
期
を
須
恵
器
出
現
以
降
と
考
え
︑
さ
ら
に
須
恵
器
出
現
を
四

世
紀
末
に
遡
ら
せ
る
説
も
強
く
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
場
合
︑
こ
れ
ら
三
古
墳
は
四
世
紀

中
頃
近
く
に
な
り
︑
古
墳
時
代
前
期
後
半
と
な
る
︒
た
だ
︑
筆
者
は
須
恵
器
の
出
現
は

四
〇
〇
年
代
に
下
る
と
考
え
て
い
る
の
で
︑
九
州
の
横
穴
式
石
室
の
出
現
期
で
あ
る
四

期
を
四
世
紀
後
半
で
も
末
に
近
い
頃
︑
中
期
初
頭
と
考
え
て
い
る
︵
第
一
図
︶︒

谷
口
・
老
司
・
鋤
崎
の
石
室
構
造
と
そ
の
系
譜

谷
口
古
墳
の
東
西
両
石
室
は
玄
室
短

壁
の
上
半
部
を
開
口
部
と
し
︑
側
壁
を
傾
斜
さ
せ
て
合
掌
状
に
す
る
な
ど
︑
横
穴
式
石

室
の
構
造
か
ら
大
き
く
外
れ
る
特
徴
を
も
つ
︒
た
だ
︑
玄
室
平
面
形
は
先
行
す
る
九
州

の
竪
穴
式
石
室
よ
り
幅
広
で
︑
鋤
崎
古
墳
や
ソ
ウ
ル
市
可
楽
洞
五
号
墳
に
近
い
︵
第
三

図
上

(２
)︶

︒
谷
口
古
墳
で
は
長
持
形
石
棺
を
床
に
設
置
す
る
の
で
︑
横
穴
式
石
室
と
は
別

に
︑
畿
内
の
埋
葬
方
法
を
受
容
し
︑
石
棺
設
置
の
た
め
に
幅
広
の
石
室
形
態
に
な
っ
た

と
す
る
仮
説
も
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
長
持
形
石
棺
を
納
め
た
各
地
の
石
室
の
う

ち
︑
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
七
期
の
大
仙
陵
古
墳
前
方
部
の
石
室
は
幅
広
で
あ
る
が
︑

四
期
の
津
堂
城
山
古
墳
︑
六
期
の
雲
部
車
塚
古
墳
は
長
大
で
︑
谷
口
古
墳
と
は
大
き
く

異
な
る
︵
第
三
図
下
︶︒
し
た
が
っ
て
︑
谷
口
古
墳
の
幅
広
の
平
面
形
も
横
穴
式
石
室
と

し
て
の
設
計
に
よ
る
も
の
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
︒

重 藤 輝 行

26

第２図 関連古墳分布図

1
３

17

８ ４

28

６

16

５

13

26

2724 21

２

７
９

10

12

14
15

18

19 20

23

22

25

29

１．谷口　２．鋤崎　３．老司　４．横田下　５．釜塚　６．丸隈山　
７．五本黒木丸山・金立開拓・久保泉丸山・鈴熊　８．双水柴山１号　９．小城円山　

16．石人山　17．黄金山　18．ひさご塚　19．船石２号　20．東尾大塚　21．御所山　

28．稲童　29．番塚
●は前方後円墳集成編年４～５期、◯は前方後円墳集成編年６期以降

22．大城大塚　23．葛原　24．津屋崎　25．関行丸　26．小正西・山の神　27．小倉　

10．樋ノ口　11．西隈　12．目達原　13．夏崎　14．木塚　15．藤山甲塚・浦山　



老
司
古
墳
三
号
石
室
は
玄
室
短
壁
の
上
部
に
横
口
部
を
設
け
︑
大
型
の
板
石
で
閉
塞

す
る
特
異
な
構
造
で
あ
り
︑
谷
口
古
墳
の
開
口
部
と
同
様
の
発
想
と
言
え
る
︒
一
方
︑

奥
壁
︑
側
壁
の
持
ち
送
り
は
竪
穴
式
石
室
の
構
築
技
法
か
ら
の
説
明
が
難
し
く
︑
鋤
崎

古
墳
と
同
様
に
横
穴
式
石
室
の
技
術
を
前
提
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
石
室
平

面
形
は
︑
谷
口
古
墳
よ
り
幅
広
で
︑
横
穴
式
石
室
の
基
本
設
計
を
導
入
し
た
も
の
と
言

え
る
︒
な
お
︑
老
司
古
墳
一
・
二
・
四
号
石
室
は
︑
玄
室
幅
一
．
〇
ｍ
以
下
の
狭
長
な

玄
室
に
︑
横
口
を
設
け
た
小
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
で
あ
る
︒
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の

種
の
石
室
は
大
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
と
共
存
し
︑
八
期
ま
で
続
く
︒

谷
口
古
墳
︑
老
司
古
墳
と
比
較
す
る
と
鋤
崎
古
墳
は
玄
門
部
を
備
え
て
い
て
︑
本
格

的
な
横
穴
式
石
室
に
近
い
︒
玄
室
は
幅
広
で
︑
ソ
ウ
ル
市
可
楽
洞
五
号
墳
や
平
壌
市
南

井
里
一
一
九
号
墳
と
長
幅
比
は
近
似
す
る
︵
第
三
図

(３
)︶

︒
こ
の
鋤
崎
古
墳
を
基
準
と
す

る
と
︑
九
州
北
部
の
横
穴
式
石
室
の
起
源
は
︑
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
可
楽
洞
五

号
墳
や
平
壌
南
井
里
一
一
九
号
墳
等
に
求
め
て
良
い
と
思
わ
れ
る
︵
小
田
一
九
八
〇

他
︶︒
谷
口
古
墳
︑
老
司
古
墳
も
横
穴
式
石
室
の
基
本
的
な
平
面
プ
ラ
ン
は
導
入
を
果

た
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
︒
朝
鮮
半
島
︑
特
に
四
世
紀
後
半
に
横
穴
式
石
室

を
導
入
し
て
い
た
百
済
と
九
州
北
部
の
首
長
層
の
間
の
対
外
交
渉
に
よ
り
︑
葬
送
儀
礼

に
関
す
る
情
報
を
直
接
入
手
す
る
か
︑
石
室
構
築
技
術
者
を
受
け
容
れ
る
こ
と
で
九
州

北
部
に
横
穴
式
石
室
が
出
現
し
た
と
推
測
し
て
お
き
た
い
︒

(

二
︶
大
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
形
成
と
定
型
化

北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
の
成
立

北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
の
う
ち
大
型

の
も
の
は
︑
明
確
な
羨
道
の
無
い
平
面
長
方
形
の
玄
室
に
︑
基
本
的
に
両
袖
の
玄
門
部

を
設
置
し
︑
水
平
に
近
い
天
井
の
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
横
穴
式
石
室
は
前
方
後

円
墳
集
成
四
期
の
鋤
崎
古
墳
に
始
ま
る
と
言
っ
て
良
い
︒

唐
津
市
横
田
下
古
墳
︵
唐
津
湾
周
辺
遺
跡
調
査
委
員
会
編
一
九
八
二
︶
は
鋤
崎
古
墳

に
や
や
後
出
す
る
︒
横
田
下
古
墳
で
は
片
袖
の
傾
向
が
見
え
︑
明
確
な
両
袖
を
な
す
鋤

崎
古
墳
と
は
異
な
る
の
で
︑
森
下
浩
行
氏
は
中
期
前
半
に
新
た
に
百
済
か
ら
導
入
さ
れ

た
石
室
形
態
に
よ
る
と
考
え
る
︵
森
下
一
九
八
七
︶︒
と
こ
ろ
で
︑
横
穴
式
石
室
で
は
武

器
︑
馬
具
︑
装
身
具
等
に
加
え
︑
朝
鮮
半
島
の
葬
送
儀
礼
の
影
響
で
土
器
を
副
葬
す
る

こ
と
が
多
く
︑
土
器
副
葬
が
稀
な
竪
穴
式
石
室
の
葬
制
と
の
大
き
な
違
い
を
示
す
︒
し

か
し
︑
九
州
北
部
の
中
期
の
横
穴
式
石
室
で
は
基
本
的
に
土
器
の
副
葬
が
見
ら
れ
な
い

︵
土
生
田
一
九
八
四
他
︶︒
こ
の
よ
う
な
中
で
横
田
下
古
墳
で
は
土
師
器
高
杯
・
小
形
甕

な
ど
の
土
師
器
が
石
室
内
に
副
葬
さ
れ
て
い
て
︑
百
済
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
た
石
室

形
態
と
す
る
指
摘
と
符
号
す
る
︒

こ
れ
ら
大
型
の
横
穴
式
石
室
に
対
し
て
︑
小
型
で
狭
長
な
た
め
主
軸
に
直
交
す
る
埋

葬
が
不
可
能
な
﹁
竪
穴
系
横
口
式
石
室
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
初
期
横
穴
式
石
室
が
存
在
す

肥前の初期横穴式石室とその拡散

重 藤 輝 行
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第３図 谷口古墳・老司古墳・鋤崎古墳石室の平面規模と関

連資料との比較

幅（ｍ）

長（ｍ）

１

２０

３

２

３ ４ ５ ６

幅（ｍ）

長（ｍ）

南井里 119
可楽洞５号

老司３号

谷口東

鋤崎

横田下

石塚山忠隈 経塚山

弁天山
迫ノ上楠木山

鳥越

神蔵銚子塚

１

２０

３

２

３ ４ ５ ６

南井里 119
可楽洞５号

老司３号

谷口東

鋤崎

横田下

岡山・築山（家
形石棺・８期）

銚子塚

３：２
２：１

４：１

大阪・大仙陵前方部
（長持形石棺・７期）

岡山・鶴山丸山（割
竹形石棺・３期）

京都・茶臼山
（舟形石棺・３期）

大阪・津堂城山
（長持形石棺・4期）

兵庫・雲部車塚
（長持形石棺・６期）

３：２
２：１

４：１



る
こ
と
も
九
州
北
部
の
特
徴
で
あ
る
︒
老
司
古
墳
に
お
い
て
は
大
型
の
初
期
横
穴
式
石

室
で
あ
る
三
号
石
室
と
小
型
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
一
・
二
・
四
号
石
室
と
が
共
存
し
︑

両
者
の
間
の
階
層
差
と
捉
え
ら
れ
る
︵
柳
沢
一
九
八
二
︑
蒲
原
一
九
八
三
他
︶︒
こ
こ
で

は
玄
室
幅
一
．
六
ｍ
程
度
を
境
界
と
し
︑
大
型
の
も
の
を
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
︑
小

型
の
も
の
を
初
期
横
穴
式
石
室
Ｂ
類
と
し
て
お
き
た
い
︵
重
藤
一
九
九
二
︶︒

北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
の
要
素
の
定
型
化

前
述
し
た
北
部
九
州
型
初
期
横
穴

式
石
室
の
特
徴
の
中
で
︑
六
～
八
期
に
定
型
化
し
普
及
す
る
要
素
と
し
て
は
︑
板
石
を

立
て
て
突
出
さ
せ
る
両
袖
︑
玄
室
の
基
底
部
に
﹁
腰
石
﹂
と
呼
ば
れ
る
大
型
の
板
石
を

立
て
る
構
造
︑
水
平
に
近
い
天
井
部
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
他
地
域
に
お
い
て
︑
北
部
九

州
系
の
初
期
横
穴
式
石
室
を
抽
出
す
る
際
の
指
標
に
も
な
る
︒

こ
の
う
ち
板
石
に
よ
る
両
袖
の
成
立
に
つ
い
て
柳
沢
一
男
氏
は
糸
島
市
釜
塚
古
墳

︵
石
山
一
九
八
一
︶
あ
る
い
は
福
岡
市
西
区
丸
隈
山
古
墳
︵
柳
沢
一
九
八
六
︶
の
頃
と
し

︵
柳
沢
一
九
八
二
他
︶︑
横
田
下
古
墳
の
築
造
か
ら
間
も
な
い
五
期
と
考
え
ら
れ
る
︒
肥

前
の
板
石
を
立
て
て
袖
部
と
す
る
初
期
の
事
例
に
︑
後
述
す
る
筑
肥
型
の
佐
賀
市
五
本

黒
木
丸
山
古
墳
︵
第
四
図
二
︑
木
下
一
九
六
三
︶︑
佐
賀
市
久
保
泉
丸
山
二
号
墳
が
あ

り
︑
久
保
泉
丸
山
二
号
は
土
師
器
か
ら
五
期
で
も
新
し
い
頃
と
推
測
さ
れ
る
︒

腰
石
も
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
の
特
徴
的
な
構
造
で
あ
る
が
︑
肥
前
の
初
期

横
穴
式
石
室
の
中
で
腰
石
の
成
立
を
み
る
と
︑
佐
賀
平
野
で
は
佐
賀
市
久
保
泉
丸
山
二

号
墳
が
初
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
︒
唐
津
平
野
で
は
Ｂ
類
初
期
横
穴
式
石
室
で
あ
る

が
︑
五
期
を
下
ら
な
い
唐
津
市
双
水
柴
山
一
号
墳
︵
第
四
図
三
︑
中
島
編
一
九
八
七
︶

に
も
腰
石
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
肥
前
に
は
腰
石
を
設
置
す
る
初
期
の
例
が
い
く
つ

か
見
ら
れ
︑
肥
前
で
の
成
立
が
九
州
北
部
の
他
の
地
域
に
先
行
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

ま
た
︑
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
に
特
徴
的
な
玄
室
の
奥
壁
側
の
幅
に
対
し

て
︑
玄
門
側
の
幅
の
狭
い
い
わ
ゆ
る
﹁
羽
子
板
状
﹂
の
玄
室
平
面
形
も
︑
肥
前
に
多
い

特
徴
的
な
要
素
と
指
摘
さ
れ
る
︵
甲
元
二
〇
一
九
︶︒

佐
賀
平
野
の
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類

首
長
墓
級
の
古
墳
を
見
る
と
上
峰
町
目
達
原
古

墳
群
中
の
目
達
原
大
塚
古
墳
︵
第
四
図
一
二
︶
や
佐
賀
市
関
行
丸
古
墳
︵
第
七
図
五
︶

等
が
あ
る
︒
目
達
原
大
塚
古
墳
は
玄
室
天
井
が
水
平
で
あ
る
が
︑
関
行
丸
古
墳
は
低
い

前
壁
を
形
成
し
︑
天
井
を
奥
壁
に
向
か
っ
て
高
く
し
て
お
り
︑
よ
り
完
成
し
た
姿
と
捉

え
ら
れ
る
︒
古
墳
群
中
で
は
︑
佐
賀
市
久
保
泉
丸
山
古
墳
群
︵
東
中
川
編
一
九
八
六
︶

や
同
金
立
開
拓
古
墳
群
︵
蒲
原
他
編
一
九
八
四
︶
で
石
室
の
展
開
を
た
ど
れ
る
︒

(

三
︶
小
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
成
立
と
先
行
す
る
墓
制

北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
Ｂ
類
の
規
定

大
型
の
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室

Ａ
類
と
と
も
に
︑
奥
壁
幅
が
一
．
六
ｍ
に
満
た
ず
︑
奥
壁
側
に
主
軸
に
直
交
し
て
伸
展

葬
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
小
型
の
横
穴
式
石
室
が
存
在
す
る
︒

北
部
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
﹁
竪
穴
系
横
口
式
石
室
﹂
と
の
名
称
が
あ

る
︒
そ
の
名
称
の
範
囲
に
︑
羨
道
を
持
た
な
い
横
穴
式
石
室
全
体
を
含
め
る
考
え
も
あ

る
︒
そ
の
一
方
で
︑
柳
沢
一
男
氏
︑
蒲
原
宏
行
氏
は
奥
壁
幅
の
狭
い
も
の
︑
追
葬
が
困

難
な
も
の
に
限
定
し
て
い
る
︵
柳
沢
一
九
八
二
︑
蒲
原
一
九
八
三
︶︒
後
者
の
見
解
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
︑
上
述
し
た
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
に
対
し
て
︑
竪
穴
系
横
口
式
石
室

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
小
型
の
も
の
を
こ
こ
で
は
Ｂ
類
と
し
て
い
る
︒
Ｂ
類
石
室
は
︑
一

部
の
地
域
で
六
世
紀
に
残
存
す
る
が
︑
九
州
北
部
の
多
く
の
地
域
で
前
方
後
円
墳
集
成

編
年
八
期
に
は
終
了
し
︑
中
期
を
特
徴
づ
け
る
墓
制
と
な
っ
て
い
る
︒

初
期
横
穴
式
石
室
Ｂ
類
の
成
立
と
展
開

初
期
の
例
と
し
て
は
老
司
古
墳
一
・
二
・
四

号
石
室
が
あ
る
︒
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
︑
と
い
う
問
題
は
十
分
に
解
明
さ

れ
て
い
な
い
が
︑
先
行
す
る
石
棺
系
竪
穴
式
石
室
の
構
築
技
術
・
構
造
を
基
礎
に
横
口

部
・
玄
門
部
を
設
置
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
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第４図 肥前の初期横穴式石室および関連する事例（1/100、11は柳沢1975から、他は各報告書から転載）

10．久留米市浦山古墳４．広川町石人山古墳

１．久留米市藤山甲塚

２．佐賀市五本黒木丸山

3．唐津市双水柴山１号

５．久留米市木塚

６．上峰町古稲荷塚

７．小城市円山

８．唐津市樋の口 ９．唐津市柏崎外園

11．佐賀市西隈

12．上峰町目達原大塚

13．上峰町船石２号

５ｍ

０ｍ



肥
前
で
は
土
師
器
編
年
か
ら
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
五
期
以
前
に
遡
る
可
能
性
の
高

い
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
︒
筆
者
は
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
四
・
五
期

の
九
州
北
部
の
土
師
器
を
Ⅲ
Ａ
期
・
Ⅲ
Ｂ
期
に
区
分
す
る
が
︵
重
藤
二
〇
一
〇
︶︑
土
師

器
Ⅲ
Ｂ
期
以
前
も
の
と
し
て
︑
唐
津
市
双
水
柴
山
一
号
墳
︵
第
四
図
三
︶︑
佐
賀
市
久
保

泉
丸
山
遺
跡
Ｓ
Ｔ
〇
一
〇
号
墳
・
Ｓ
Ｔ
〇
〇
九
号
墳
︵
東
中
川
編
一
九
八
六
︶︑
佐
賀
市

鈴
熊
遺
跡
Ｓ
Ｔ
〇
〇
四
︵
家
田
編
一
九
九
三
︶
が
あ
る
︒
筑
前
・
筑
後
・
豊
前
北
部
を

み
わ
た
し
て
も
︑
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
五
期
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
初
期
横
穴

式
石
室
Ｂ
類
は
︑
こ
れ
ら
以
外
で
は
福
岡
市
南
区
老
司
古
墳
一
・
二
・
四
号
石
室
程
度

で
あ
り
︑
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
︒

唐
津
市
迫
頭
古
墳
群
︵
唐
津
湾
周
辺
遺
跡
調
査
委
員
会
編
一
九
八
二
︶
の
﹁
竪
穴
系

横
口
式
石
室
﹂
は
共
伴
土
器
が
乏
し
い
が
︑
中
に
は
五
期
以
前
に
遡
る
も
の
も
あ
ろ
う
︒

初
期
横
穴
式
石
室
Ｂ
類
の
階
層
的
位
相

以
上
の
よ
う
な
展
開
の
中
で
︑
前
方
後
円
墳

集
成
編
年
四
～
五
期
に
遡
る
例
に
つ
い
て
階
層
的
位
相
を
考
え
る
と
︑
首
長
墓
級
古
墳

よ
り
は
そ
れ
に
次
ぐ
階
層
︑
あ
る
い
は
中
小
円
墳
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
古
墳
群
の
中
の

古
墳
に
初
期
横
穴
式
石
室
Ｂ
類
が
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
老
司
古
墳
一
・
二
・
四
号
石
室

も
中
心
的
埋
葬
施
設
の
三
号
石
室
に
比
べ
る
と
周
辺
の
従
属
的
埋
葬
施
設
と
言
え
る
︒

こ
の
よ
う
な
階
層
的
位
相
は
︑
初
期
横
穴
式
石
室
に
技
術
的
︑
構
造
的
に
先
行
す
る
埋

葬
施
設
で
あ
る
石
棺
系
竪
穴
式
石
室
と
の
連
続
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
︒

(

四
︶
肥
前
の
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室

筑
肥
型
の
定
義
と
分
類

九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
は
北
部
九
州
型
︑
肥
後
型
に
大
き

く
分
け
ら
れ
る
︒
肥
後
型
は
平
面
方
形
の
玄
室
で
玄
室
床
面
に
石
障
と
呼
ば
れ
る
板
石

に
よ
る
区
画
施
設
を
設
置
し
︑
天
井
は
穹
窿
状
を
な
す
︒
こ
れ
に
対
し
て
北
部
九
州
型

は
前
述
の
よ
う
に
長
方
形
の
玄
室
平
面
で
︑
石
障
は
な
く
︑
天
井
部
は
水
平
に
近
い
︒

こ
の
北
部
九
州
型
と
筑
肥
型
の
折
衷
型
式
と
し
て
︑
肥
前
・
筑
後
に
多
い
﹁
筑
肥
型
﹂

の
初
期
横
穴
式
石
室
が
あ
り
︑
各
部
分
の
要
素
の
違
い
で
Ａ
類
・
Ｂ
類
の
二
種
に
区
分

さ
れ
る
︵
柳
沢
一
九
九
三
︶︒

筑
肥
型
Ａ
類

玄
室
平
面
長
方
形
で
︑
天
井
が
あ
ま
り
高
く
な
い
持
ち
送
り
の
平
天

井
を
形
成
し
︑
玄
室
壁
体
の
下
部
に
石
障
を
め
ぐ
ら
す
も
の
︒

筑
肥
型
Ｂ
類

玄
室
平
面
が
方
形
基
調
で
側
壁
上
部
の
持
送
り
は
弱
く
︑
横
断
面
形

が
逆
台
形
で
一
枚
の
天
井
石
を
架
構
し
︑
石
障
を
採
用
し
な
い
も
の
︒

肥
前
の
事
例

佐
賀
平
野
に
お
け
る
事
例
と
し
て
は
︑
佐
賀
市
五
本
黒
木
丸
山
古
墳
︑

佐
賀
市
久
保
泉
丸
山
古
墳
群
Ｓ
Ｔ
〇
〇
二
号
墳
︑
小
城
市
小
城
円
山
古
墳
が
あ
る
︒
五

本
黒
木
丸
山
古
墳
︵
第
四
図
二
︶︑
久
保
泉
丸
山
Ｓ
Ｔ
〇
〇
二
号
墳
は
方
形
の
玄
室
平
面

形
に
穹
窿
天
井
で
あ
る
が
︑
石
障
を
設
置
せ
ず
筑
肥
型
Ｂ
類
に
相
当
す
る
︒
出
土
し
た

土
師
器
か
ら
考
え
て
久
保
泉
丸
山
Ｓ
Ｔ
〇
〇
二
号
墳
は
五
期
で
も
や
や
新
し
い
頃
と
考

え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
二
基
の
古
墳
は
近
接
す
る
位
置
に
あ
る
が
︑
腰
石
の
有
無
︑
石
材

の
細
か
さ
か
ら
考
え
て
︑
五
本
黒
木
丸
山
古
墳
が
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
小
城
円

山
古
墳
︵
蒲
原
一
九
九
八
︑
第
四
図
七
︶
は
床
面
に
石
障
を
設
置
す
る
が
︑
長
方
形
の

玄
室
平
面
︑
玄
室
を
直
交
方
向
に
区
画
す
る
石
障
配
置
が
肥
後
型
と
は
異
な
り
︑
筑
肥

型
Ａ
類
に
相
当
す
る
︒
副
葬
品
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
た
め
時
期
の
決
定
は
難
し
い

が
︑
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
六
～
七
期
の
佐
賀
市
船
塚
古
墳
に
後
続
す
る
首
長
墓
と
考

え
ら
れ
る
︒

上
峰
町
目
達
原
古
墳
群
中
の
目
達
原
大
塚
古
墳
は
奥
壁
や
側
壁
奥
部
は
腰
石
を
設
置

し
︑
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
に
含
め
て
良
い
が
︑
側
壁
の
前
方
側
に
は
壁

体
よ
り
内
側
に
大
型
の
板
石
を
設
置
し
︑
筑
肥
型
の
石
障
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
︒
玄
室
中
央
部
の
板
石
に
よ
る
区
画
も
小
城
円
山
古
墳
や
唐
津
市
樋
ノ
口
古
墳

︵
唐
津
湾
周
辺
遺
跡
調
査
委
員
会
編
一
九
八
二
︑
第
四
図
八
︶
と
の
関
連
が
想
定
で
き
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る
︒
目
達
原
大
塚
古
墳
中
の
古
稲
荷
塚
古
墳
︵
第
四
図
六
︶
は
方
形
に
近
い
玄
室
平
面

で
あ
る
が
︑
石
障
が
な
く
︑
天
井
も
水
平
に
二
枚
の
板
石
が
架
構
さ
れ
︑
Ｔ
Ｋ
二
一
六

型
式
頃
の
久
留
米
市
木
塚
古
墳
︵
横
尾
編
一
九
七
七
︑
第
四
図
五
︶
に
近
い
︒
唐
津
平

野
の
唐
津
市
樋
ノ
口
古
墳
は
長
方
形
の
玄
室
に
石
障
を
設
置
し
︑
小
城
円
山
古
墳
と
の

関
係
が
想
定
さ
れ
る
︒
伊
万
里
湾
に
面
し
た
伊
万
里
市
夏
崎
古
墳
︵
柴
元
一
九
七
一
︑

第
六
図
三
︶
の
石
室
は
石
障
の
構
築
は
粗
い
が
︑
筑
肥
型
と
考
え
ら
れ
よ
う
︒

ま
た
︑
装
飾
古
墳
と
し
て
も
著
名
な
佐
賀
市
西
隈
古
墳
︵
木
下
一
九
七
五
︑
第
四
図

一
一
︶
は
︑
玄
室
内
に
横
口
式
家
形
石
棺
を
納
め
る
︒
同
様
の
事
例
と
し
て
は
福
岡
県

広
川
町
石
人
山
古
墳
︵
武
藤
他
一
九
三
七
︑
第
四
図
四
︶︑
久
留
米
市
浦
山
古
墳
︵
島
田

一
九
二
五
︑
第
四
図
一
〇
︶
が
あ
り
︑
筑
肥
型
と
同
様
の
展
開
が
考
え
ら
れ
る
︒

筑
肥
型
の
成
立
の
背
景

上
述
の
よ
う
に
︑
筑
肥
型
は
有
明
海
沿
岸
の
肥
前
︑
筑
後
で
︑

肥
後
型
と
北
部
九
州
型
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
石
室
と
言
え
る
︒
初
期
の
例
と
し

て
五
本
黒
木
丸
山
古
墳
︑
久
留
米
市
藤
山
甲
塚
古
墳
︵
久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

一
九
九
四
︑
第
四
図
一
︶
な
ど
が
抽
出
で
き
︑
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
五
期
に
遡
る
︒

ま
た
︑
こ
の
頃
︑
有
明
海
沿
岸
で
は
在
来
の
石
棺
に
横
穴
式
石
室
の
埋
葬
方
法
を
組
合

せ
た
横
口
式
家
形
石
棺
︑
埴
輪
と
同
様
の
墳
丘
へ
の
樹
物
と
し
た
石
製
表
飾
が
成
立
す

る
︒
そ
の
頂
点
と
な
り
︑
典
型
的
な
事
例
を
石
人
山
古
墳
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
石

人
山
古
墳
の
数
代
後
の
八
女
地
域
の
大
型
古
墳
と
し
て
八
女
市
岩
戸
山
古
墳
が
あ
り
︑

有
明
海
沿
岸
の
首
長
連
合
の
頂
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
︒
横
口
式
家
形
石
棺
︑
石

製
表
飾
と
並
ん
で
︑
筑
肥
型
石
室
も
有
明
海
沿
岸
の
首
長
連
合
と
の
関
係
で
成
立
し
た

と
考
え
ら
れ
る
︵
柳
沢
一
九
八
七
他
︶︒

ま
た
︑
肥
前
の
筑
肥
型
横
穴
式
石
室
で
は
佐
賀
平
野
と
唐
津
湾
沿
岸
の
間
の
関
連
が

う
か
が
え
︑
肥
前
が
横
穴
式
石
室
︑
そ
の
背
景
に
あ
る
首
長
間
関
係
に
お
い
て
有
明
海

沿
岸
と
玄
界
灘
沿
岸
と
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

(

五
︶
肥
前
西
部
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
展
開

黄
金
山
古
墳
の
初
期
横
穴
式
石
室

長
崎
県
側
で
も
数
が
少
な
い
が
︑
初
期
の
横
穴
式

石
室
の
調
査
例
が
あ
る
︒
一
九
四
〇
年
頃
の
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
大
村
市
黄
金
山
古

墳
は
墳
形
・
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
︑
小
田
富
士
雄
氏
が
出
土
遺
物
の
少
な
い
中
で
初

期
の
横
穴
式
石
室
と
し
て
紹
介
し
︵
小
田
一
九
七
〇
︶︑
宇
野
愼
敏
氏
は
老
司
古
墳
四
号

石
室
︑
谷
口
古
墳
石
室
︑
大
鼠
蔵
尾
張
宮
古
墳
な
ど
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
︵
宇
野

二
〇
一
三
︶︒
石
室
は
基
部
に
板
石
を
立
て
︑
石
障
や
目
達
原
大
塚
古
墳
の
石
室
基
底

部
の
板
石
の
使
用
法
と
類
似
す
る
︒
黄
金
山
古
墳
で
注
目
で
き
る
の
は
横
穴
式
石
室
と

と
も
に
︑
土
器
の
出
土
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
︒
古
門
雅
高
氏
︵
古
門
一
九
九
九
︶

は
完
形
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
石
室
内
に
副
葬
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
︒
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
︑
上
述
し
た
横
田
下
古
墳
と
同
様
に
︑
新
た
な
埋
葬
施
設
と
し
て
横
穴
式

石
室
を
受
容
し
た
際
に
︑
そ
の
儀
礼
を
継
承
し
た
と
言
え
よ
う
︒

ひ
さ
ご
塚
古
墳
と
肥
前
東
部
の
石
室

長
崎
県
東
彼
杵
郡
東
彼
杵
町
に
所
在
す
る
全
長

五
九
ｍ
の
前
方
後
円
墳
︑
ひ
さ
ご
塚
古
墳
二
号
石
室
も
初
期
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る

︵
下
田
一
九
九
四
︶︒
大
型
の
板
石
を
箱
状
に
立
て
玄
室
壁
体
の
主
体
を
構
成
す
る
特
異

な
構
造
で
あ
る
が
︑
佐
賀
県
上
峰
町
船
石
二
号
墳
︵
七
田
一
九
八
三
︑
第
四
図
一
三
︶︑

み
や
き
町
東
尾
大
塚
古
墳
︵
松
尾
他
一
九
四
九
︶︑
唐
津
市
柏
崎
外
園
古
墳
︵
唐
津
湾
周

辺
遺
跡
調
査
委
員
会
編
一
九
八
二
︑
第
四
図
九
︶
と
同
系
統
と
推
測
さ
れ
る
︒

(

六
︶
肥
前
に
お
け
る
初
期
横
穴
式
石
室
の
展
開

展
開
の
過
程
と
意
義

肥
前
の
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室
︑
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式

石
室
Ａ
類
を
中
心
に
︑
筑
後
ま
で
含
ん
だ
横
穴
式
石
室
の
展
開
を
み
た
も
の
が
第
五
図

で
あ
る
︒
筑
肥
型
の
初
期
横
穴
式
石
室
を
含
め
︑
特
に
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
五
～
七

期
に
地
域
間
関
係
が
活
発
で
あ
る
︒
ま
た
︑
佐
賀
平
野
︑
肥
前
が
横
穴
式
石
室
の
各
系

肥前の初期横穴式石室とその拡散

重 藤 輝 行
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統
の
形
成
︑
展
開
で
基
軸
と
な
る
動
き
を
た
ど
っ

た
と
見
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
展
開
が
肥
前
か
ら

他
地
域
へ
の
横
穴
式
石
室
の
拡
散
の
前
提
を
形
成

し
た
と
言
え
る
︒

古
墳
前
期
～
中
期
の
埋
葬
施
設
に
占
め
る
比
率

古
墳
前
期
～
中
期
の
埋
葬
施
設
に
占
め
る
比
率
を

調
べ
て
み
る
と
︵
重
藤
二
〇
一
一
ａ
︶︑
佐
賀
県
内

で
は
筑
肥
型
︑
横
口
式
家
形
石
棺
を
納
め
た
西
隈

古
墳
︑
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
か
ら
な
る
大
型
横

穴
式
石
室
は
二
七
二
例
中
三
〇
例
︑
全
体
の
一

一
．
〇
％
を
占
め
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
筑
前
西
部

で
は
八
．
三
％
︑
筑
前
南
部
・
筑
後
は
三
．
五
％
︑

筑
前
東
部
～
豊
前
北
部
で
は
五
．
九
％
に
と
ど
ま

り
︑
佐
賀
県
と
比
べ
る
と
少
な
い
︒
上
述
の
よ
う

に
︑
肥
前
は
初
期
横
穴
式
石
室
の
出
現
が
先
行
す

る
と
と
も
に
︑
筑
肥
型
石
室
の
創
出
も
あ
わ
せ
て

中
期
前
半
～
中
頃
に
活
発
に
横
穴
式
石
室
を
受

容
︑
築
造
し
た
地
域
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
中

期
前
半
段
階
か
ら
初
期
横
穴
式
石
室
の
普
及
が
進

み
︑
そ
の
た
め
数
値
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
よ
う
な

大
型
の
横
穴
式
石
室
の
普
及
︑
そ
の
横
穴
式
石
室

構
築
技
術
の
蓄
積
が
他
地
域
へ
の
拡
散
の
基
礎
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

重 藤 輝 行
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第５図 肥前とその周辺地域の初期横穴式石室の展開
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したものは装飾古墳

福岡・御
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三

他
地
域
へ
の
拡
散

(

一
︶
筑
肥
型
の
拡
散
と
そ
の
背
景

筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室
の
事
例

岡
山
県
千
足
古
墳
︵
西
田
編
二
〇
一
五
︑
第
六
図

一
︶
は
全
長
三
五
〇
ｍ
の
大
型
前
方
後
円
墳
と
し
て
著
名
な
造
山
古
墳
の
陪
塚
で
︑
全

長
七
五
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
︒
造
山
古
墳
陪
塚
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
前
方
後
円
墳

編
年
六
～
七
期
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
︒
玄
室
は
や
や
長
方
形
で
天
井
石
は
三
枚
の
板

石
か
ら
な
る
水
平
天
井
を
形
成
し
︑
直
弧
文
を
浮
彫
り
し
た
石
障
を
設
置
す
る
︒
石
障

自
体
が
熊
本
県
天
草
地
域
か
ら
輸
送
さ
れ
た
砂
岩
と
さ
れ
る
︒

三
重
県
お
じ
ょ
か
古
墳
は
一
八
ｍ
弱
の
円
墳
と
推
測
さ
れ
る
︵
中
村
一
九
九
二
︑
第

六
図
二
︶︒
宮
原
佑
治
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
︵
宮
原
二
〇
一
七
︶︑
羽
子
板
形
の
玄
室

平
面
形
︑
水
平
な
天
井
部
︑
玄
門
及
び
玄
室
左
側
壁
下
部
の
石
障
状
の
板
石
の
設
置
と

右
側
壁
下
部
の
腰
石
状
の
構
造
は
目
達
原
大
塚
古
墳
と
共
通
す
る
︒
ま
た
︑
玄
室
幅
は

伊
万
里
市
夏
崎
古
墳
︵
第
六
図
三
︶
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
︒

福
井
県
向
山
一
号
墳
は
全
長
四
七
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
︑
Ｔ
Ｋ
二
〇
八
型
式
の
須
恵

器
を
出
土
し
た
前
方
後
円
墳
編
年
七
期
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
︵
高
橋
他
二
〇
一
五
︶︒

岩
盤
を
方
形
に
掘
削
し
て
石
室
基
底
部
と
す
る
構
造
は
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
五
期
と

さ
れ
る
熊
本
県
山
鹿
市
銭
亀
塚
古
墳
︵
中
村
編
一
九
八
九
︶
と
共
通
す
る
︒

横
穴
式
石
室
構
築
の
過
程
と
集
団

こ
こ
で
一
般
的
な
横
穴
式
石
室
の
構
築
の
過
程
を

整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
︒

１
：
埋
葬
方
法
の
決
定
︵
横
穴
石
室
の
採
用
︑
棺
・
床
面
の
施
設
の
決
定
︶

２
ａ
：
棺
・
床
面
の
施
設
の
基
本
設
計
︑
２
ｂ
：
石
室
構
造
の
基
本
設
計

３
ａ
：
棺
・
床
面
の
施
設
の
製
作
︑
３
ｂ
：
壁
体
石
材
の
採
取
・
加
工

４
ａ
：
棺
・
床
面
の
施
設
の
設
置
︑
４
ｂ
：
石
室
壁
体
の
積
み
上
げ

５
：
埋
葬

太
田
宏
明
氏
は
︑
横
穴
式
石
室
構
築
技
術
の
伝
播
に
は
工
人
の
移
動
あ
る
い
は
情
報

を
伝
達
す
る
た
め
の
個
人
間
あ
る
い
は
集
団
間
の
直
接
的
で
密
接
な
接
触
が
不
可
欠
で

あ
る
が
︑
そ
れ
と
と
も
に
特
定
個
人
や
特
定
個
人
を
中
心
と
す
る
集
団
の
た
め
に
築
造

さ
れ
︑
形
態
の
決
定
に
被
葬
者
の
意
向
や
社
会
的
立
場
が
反
映
さ
れ
や
す
い
︑
と
す
る

︵
太
田
二
〇
一
六
︶︒
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
れ
ば
︑
１
︑
２
ａ
︑
２
ｂ
は
被
葬
者

︵
な
い
し
は
そ
の
後
継
者
︶
の
意
向
や
社
会
的
立
場
が
反
映
さ
れ
や
す
い
部
分
と
言
え

る
︒
４
ａ
︑
４
ｂ
は
工
人
の
移
動
あ
る
い
は
情
報
伝
達
の
た
め
の
直
接
的
で
密
接
な
接

触
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
︒
３
ａ
︑
３
ｂ
は
︑
古
墳
所
在
地
近
隣
の
石
材
を
使
用
す
る

場
合
は
︑
地
元
の
石
材
を
熟
知
す
る
集
団
の
関
与
が
必
要
に
な
る
︒

筑
肥
型
石
室
構
築
の
集
団
関
係

唐
津
市
樋
口
古
墳
の
場
合
は
︑
石
障
も
含
め
同
地
域

の
石
材
と
さ

(４
)

れ
︑
玄
室
は
穹
窿
状
の
天
井
で
は
な
い
の
で
筑
肥
型
と
言
え
る
︒
２
ａ
の

石
障
の
基
本
設
計
は
有
明
海
沿
岸
の
技
術
者
と
在
地
の
石
棺
等
の
技
術
者
が
関
与
し
た

と
想
定
さ
れ
る
︒
古
墳
周
辺
で
の
谷
口
古
墳
︑
横
田
下
古
墳
︑
双
水
柴
山
一
号
墳
に
ま

で
遡
る
横
穴
式
石
室
構
築
の
伝
統
を
考
慮
す
る
と
︑
２
ｂ
・
３
ａ
・
３
ｂ
・
４
ａ
・
４

ｂ
の
石
室
の
基
本
設
計
～
構
築
︑
石
障
の
設
置
は
在
地
の
石
棺
構
築
・
石
室
構
築
の
技

術
者
が
主
体
と
推
測
さ
れ
る
︒

岡
山
市
千
足
古
墳
の
石
障
は
熊
本
県
天
草
地
域
か
ら
輸
送
し
た
も
の
で
あ
り
︑
壁
体

の
石
材
は
在
地
の
も
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
２
ａ
・
３
ａ
・
４
ａ
の
石
障
の
準
備

か
ら
設
置
に
は
天
草
の
技
術
者
が
深
く
関
与
し
た
可
能
性
が
高
い
︒
３
ｂ
の
壁
体
石
材

の
採
取
・
加
工
は
在
地
の
技
術
者
の
関
与
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
が
︑
２
ｂ
・
４
ｂ

の
石
室
の
基
本
設
計
︑
壁
体
の
積
み
上
げ
に
は
天
草
あ
る
い
は
玄
室
構
造
の
類
似
す
る

筑
肥
型
石
室
の
技
術
者
の
関
与
も
想
定
さ
れ
る
︒

肥前の初期横穴式石室とその拡散

重 藤 輝 行
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お
じ
ょ
か
古
墳
に
つ
い
て
は
︑
三
好
元
樹
氏
は
副
葬
品
に
見
ら
れ
る
目
新
し
さ
へ
の

指
向
性
が
横
穴
式
石
室
の
導
入
に
対
し
て
も
発
揮
さ
れ
た
と
す
る
︒
被
葬
者
は
在
地
の

人
物
と
考
え
ら
れ
︑
外
交
的
役
割
を
担
い
︑
九
州
の
葬
送
に
関
す
る
情
報
に
接
し
て
︑

九
州
系
の
横
穴
式
石
室
を
採
用
し
た
と
述
べ
る
︵
三
好
二
〇
一
七
︶︒

お
じ
ょ
か
古
墳
の
石
室
構
築
と
関
係
す
る
人
々
の
動
き
を
考
え
る
と
︑
１
の
横
穴
石

室
の
採
用
の
決
定
に
は
在
地
の
首
長
あ
る
い
は
そ
の
後
継
者
の
意
向
が
大
き
く
反
映
し

た
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
︑
２
ａ
の
棺
・
床
面
の
施
設
の
基
本
設
計
︑
２
ｂ
の
石
室
構

造
の
基
本
設
計
や
石
障
状
の
床
面
施
設
︑
玄
室
プ
ラ
ン
の
要
素
か
ら
︑
筑
肥
型
石
室
の

技
術
者
が
深
く
関
与
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
３
ｂ
の
壁
体
石
材
の
採
取
・
加
工
は
在
地

の
技
術
者
が
主
体
と
考
え
ら
れ
る
︒
３
ａ
の
棺
・
床
面
の
施
設
の
製
作
︑
４
ａ
の
棺
・

床
面
の
施
設
の
設
置
︑
４
ｂ
の
石
室
壁
体
の
積
み
上
げ
に
は
在
地
の
技
術
者
も
関
与
し

た
が
︑
筑
肥
型
石
室
の
技
術
者
が
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
５
の
埋

葬
は
︑
在
地
首
長
の
後
継
者
と
そ
の
周
辺
の
人
々
を
主
体
と
し
つ
つ
︑
広
域
に
活
躍
し

た
首
長
の
死
に
ふ
さ
わ
し
く
︑
畿
内
や
九
州
北
部
な
ど
他
地
域
の
人
々
も
関
与
し
た
葬

送
儀
礼
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
な
お
︑
上
記
の
筑
肥
型
石
室
の
技
術
者
の
中
に
朝

鮮
半
島
出
身
者
が
含
ま
れ
た
可
能
性
︑
肥
前
に
一
時
︑
滞
在
し
︑
筑
肥
型
石
室
構
築
を

習
得
し
た
技
術
者
が
含
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒

九
州
北
部
で
の
拡
散

筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室
は
九
州
北
部
に
も
拡
散
す
る
様
相
が

う
か
が
え
る
︒
成
立
地
を
離
れ
て
︑
広
が
っ
た
例
と
し
て
は
福
岡
県
苅
田
町
御
所
山
古

墳
︵
石
山
他
一
九
七
六
︶︑
福
岡
県
芦
屋
町
大
城
大
塚
古
墳
が
あ
る
︒
ま
た
︑
大
分
県
宇

佐
市
葛
原
古
墳
︵
小
倉
他
一
九
八
九
︶
の
石
室
も
石
障
状
の
構
造
を
も
つ
︒
こ
れ
ら
の

古
墳
も
当
該
地
域
に
お
け
る
首
長
墓
と
考
え
ら
れ
る
︒

こ
こ
で
は
詳
細
に
検
討
し
な
い
が
︑
北
部
九
州
の
各
地
の
筑
肥
型
で
は
︑
御
所
山
古

墳
の
石
障
の
設
置
方
法
︑
葛
原
古
墳
の
石
障
配
置
及
び
壁
体
の
構
築
方
法
等
に
お
い

重 藤 輝 行
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第６図 各地の筑肥型石室と関連事例（1/100、西田2015、宮原2017、柴元1971による）

１．岡山市千足 ２．三重県おじょか

３．伊万里市夏崎

0

5
m



て
︑
造
山
古
墳
な
ど
の
遠
隔
地
の
事
例
よ
り
変
形
が
逆
に
進
ん
で
い
る
部
分
も
あ
る
︒

肥
前
の
集
団
の
関
与
が
小
さ
い
︑
横
穴
式
石
室
構
築
に
関
す
る
技
術
の
一
部
が
別
系
統

か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
︒

(

二
︶
定
型
化
し
た
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
の
拡
散

津
屋
崎
古
墳
群
中
の
初
期
横
穴
式
石
室

宗
像
～
福
津
の
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石

室
Ａ
類
の
中
で
︑
首
長
墓
級
古
墳
で
の
出
現
当
初
の
例
に
福
津
市
津
屋
崎
古
墳
群
中
の

勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
︵
池
ノ
上
他
編
二
〇
一
一
︑
第
七
図
一
︶︑
同
新
原
奴
山
一
号
墳
︵
橋

口
編
一
九
八
九
︑
第
七
図
二
︶
が
あ
る
︒
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
は
玄
室
中
央
部
に
二
基
の

玄
武
岩
石
柱
を
立
て
る
点
で
特
異
で
あ
る
︒
奥
壁
と
側
壁
後
方
に
玄
室
高
の
三
分
の
二

を
超
え
る
大
型
の
石
材
を
立
て
て
腰
石
と
し
︑
側
壁
前
方
に
も
低
い
腰
石
を
立
て
る
︒

玄
門
部
は
玄
武
岩
石
柱
を
立
て
両
袖
と
し
︑
片
袖
風
の
平
面
プ
ラ
ン
に
な
る
︒
袖
石
上

に
楣
石
を
設
置
し
︑
そ
の
上
に
天
井
石
が
載
る
︒
奥
側
の
立
柱
か
ら
主
軸
に
直
交
す
る

よ
う
に
屍
床
状
の
区
画
石
が
設
置
さ
れ
る
︒
出
土
し
た
鉄
鏃
︑
短
甲
︑
馬
具
等
か
ら
考

え
て
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
の
七
期
の
新
し
い
段
階
と
推
測
さ
れ
︑
壁
体
の
構
築
技

法
︑
玄
室
形
態
は
上
峰
町
目
達
原
大
塚
古
墳
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
柳
沢

一
九
八
二
︶︒
ま
た
︑
片
袖
状
の
平
面
形
は
朝
鮮
半
島
か
ら
新
た
に
伝
わ
っ
た
要
素
で

あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
森
下
一
九
八
六
︶︒

新
原
奴
山
一
号
墳
︵
橋
口
編
一
九
八
九
︶
は
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
と
は
比
べ
る
と
奥
壁
︑

側
壁
の
腰
石
は
低
い
が
︑
片
袖
風
の
平
面
形
︑
立
柱
を
立
て
た
袖
部
や
屍
床
状
の
区
画

石
は
共
通
す
る
︒
玄
門
部
の
天
井
は
失
わ
れ
て
い
る
が
︑
勝
浦
峯
ノ
畑
古
墳
と
同
様
に

楣
石
を
設
置
し
︑
そ
の
上
に
天
井
石
を
架
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
︒
勝

浦
峯
ノ
畑
古
墳
と
構
造
的
に
類
似
し
て
お
り
︑
近
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
︒

遠
賀
川
流
域
へ
の
拡
散

遠
賀
川
流
域
の
最
古
期
の
北
部
九
州
型
Ａ
類
と
し
て
飯
塚
市

小
正
西
古
墳
︵
毛
利
編
二
〇
〇
〇
︑
第
七
図
三
︶
が
あ
る
︒
小
正
西
古
墳
の
一
号
石
室

は
玄
室
下
部
に
腰
石
を
立
て
︑
奥
壁
を
強
く
持
送
り
︑
側
壁
を
内
傾
さ
せ
て
︑
天
井
の

高
い
玄
室
を
形
成
す
る
︒
玄
門
部
に
は
板
状
の
石
を
立
て
両
袖
と
し
︑
そ
の
上
に
楣
石

を
設
置
す
る
︒
楣
石
の
上
に
三
段
程
小
振
り
の
石
を
積
み
前
壁
を
形
成
し
︑
そ
の
上
に

天
井
石
を
載
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
副
葬
の
馬
具
︑
鉄
鏃
か
ら
Ｔ
Ｋ
二
三
型
式
頃
の
築

造
が
推
測
さ
れ
︑
石
室
形
態
は
佐
賀
市
関
行
丸
古
墳
︵
第
七
図
五
︶
と
類
似
す
る
︒

宮
若
市
小
倉
古
墳
︵
小
方
他
編
一
九
八
九
︑
第
七
図
四
︶
は
須
恵
器
編
年
と
の
関
係

を
よ
く
示
す
事
例
で
あ
る
︒
石
室
は
玄
門
袖
石
と
残
存
す
る
側
壁
の
高
さ
か
ら
︑
袖
石

の
上
に
楣
石
を
架
構
し
︑
そ
の
上
に
石
を
積
ん
で
前
壁
を
形
成
し
た
可
能
性
が
高
い
︒

出
土
し
た
須
恵
器
は
Ｔ
Ｋ
二
三
型
式
頃
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
︒

飯
塚
市
山
の
神
古
墳
の
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
は
略
測
図
し
か
な
い
が
︑
前
壁
を
形

成
し
て
お
り
︑
構
造
か
ら
須
恵
器
編
年
の
Ｔ
Ｋ
二
三
～
Ｔ
Ｋ
四
七
型
式
︑
前
方
後
円
墳

集
成
編
年
八
期
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
︵
辻
田
編
二
〇
一
五
︶︒

豊
前
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
出
現
・
拡
散

拡
散
の
初
期
は
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石

室
で
あ
る
苅
田
町
御
所
山
古
墳
や
︑
行
橋
市
稲
童
古
墳
群
八
号
墳
・
二
一
号
墳
︵
山
中

編
二
〇
〇
五
︶
な
ど
の
北
部
九
州
型
Ｂ
類
が
見
ら
れ
る
︒
定
型
化
し
た
北
部
九
州
型
Ａ

類
が
本
格
化
す
る
の
は
︑
御
所
山
古
墳
に
後
続
す
る
首
長
墓
で
あ
る
苅
田
町
番
塚
古
墳

︵
岡
村
他
編
一
九
九
三
︶
以
降
で
あ
ろ
う
︒

板
状
の
袖
石
の
上
に
直
接
︑
楣
石
を
設
置
し
て
い
る
山
の
神
古
墳
に
対
し
て
︑
番
塚

古
墳
で
は
柱
状
の
石
の
上
に
二
段
程
石
を
積
ん
で
袖
を
形
成
す
る
と
い
う
や
や
新
し
い

様
相
が
見
え
る
︒
番
塚
古
墳
の
横
穴
式
石
室
築
造
に
は
遠
賀
川
流
域
あ
る
い
は
肥
前
の

構
築
集
団
が
関
与
し
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
が
︑
石
室
内
に
は
百
済
か
ら
舶
載
さ
れ

た
木
棺
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
︒
九
州
北
部
と
朝
鮮
半
島
の
間
の
古
墳
を
め
ぐ
る
地
域
間

関
係
は
双
方
向
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
︒

肥前の初期横穴式石室とその拡散

重 藤 輝 行
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第７図 九州東部の北部九州型初期横穴式石室Ａ類と関連事例（1/120、各報告書による、５は再トレース）

１．福津市勝浦峯ノ畑
２．福津市新原奴山１号

５．佐賀市関行丸

４．宮若市小倉

0

5
m

６．全羅南道咸平馬山里１号

３．飯塚市小正西１号石室



(

三
︶
朝
鮮
半
島
南
海
岸
部
の
横
穴
式
石
室
と
の
関
係

九
州
系
石
室
の
時
期
と
分
布

早
く
か
ら
朴
天
秀
氏
は
関
行
丸
古
墳
や
番
塚
古
墳
な
ど

九
州
の
横
穴
式
石
室
と
朝
鮮
半
島
南
海
岸
の
全
羅
南
道
海
南
月
松
里
造
山
古
墳
な
ど
と

の
関
係
を
論
じ
︑
全
羅
南
道
栄
山
江
流
域
の
前
方
後
円
墳
も
同
様
の
脈
絡
で
伝
わ
っ
た

と
考
え
て
き
た
︵
朴
天
秀
二
〇
〇
二
︶︒
調
査
例
の
蓄
積
︑
研
究
の
深
化
に
よ
っ
て
︑
九

州
系
横
穴
式
石
室
は
五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
前
半
に
存
在
す
る
こ
と
︑
九
州
北
部
か
ら

主
に
導
入
さ
れ
る
が
︑
朝
鮮
半
島
南
海
岸
部
で
形
態
の
変
化
を
遂
げ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
た
︵
金
洛
中
二
〇
〇
八
︑
洪
潽
植
二
〇
〇
九
他
︶︒
全
羅
南
道
咸
平
馬
山
里
一
号

墳
︵
東
新
大
学
校
博
物
館
二
〇
一
五
︑
第
七
図
六
︶
は
関
行
丸
古
墳
や
小
正
西
一
号
墳

と
酷
似
し
︑
肥
前
の
石
室
構
築
集
団
が
深
く
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
上
述
し
た
肥

前
か
ら
の
横
穴
式
石
室
の
拡
散
の
延
長
線
で
︑
朝
鮮
半
島
南
海
岸
に
も
肥
前
な
ど
九
州

の
技
術
者
集
団
が
渡
海
し
︑
構
築
に
あ
た
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

朝
鮮
半
島
と
の
双
方
向
的
関
係

と
こ
ろ
で
︑
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
七
期
頃
と
推
測

さ
れ
る
唐
津
市
仁
田
埴
輪
窯
跡
︵
美
浦
編
二
〇
一
一
︶
で
は
一
部
に
格
子
タ
タ
キ
を
施

す
埴
輪
が
存
在
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
格
子
タ
タ
キ
は
栄
山
江
流
域
の
前
方
後
円
墳
や
九

州
系
横
穴
式
石
室
を
も
つ
古
墳
な
ど
で
出
土
す
る
日
本
の
埴
輪
の
影
響
を
受
け
た
﹁
墳

周
土
器
﹂
に
特
徴
的
な
調
整
法
で
あ
る
︒
仁
田
埴
輪
窯
跡
の
埴
輪
工
人
中
に
︑
栄
山
江

流
域
な
ど
の
﹁
墳
周
土
器
﹂
工
人
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
︒
肥
前
か
ら
朝
鮮

半
島
南
海
岸
へ
の
石
室
構
築
技
術
者
の
移
動
と
は
逆
の
動
き
で
あ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
九
州
系
横
穴
式
石
室
や
前
方
後
円
墳
︑﹁
墳
周
土
器
﹂
の
問
題
は
こ
の

時
期
の
︑
対
馬
海
峡
を
挟
ん
だ
九
州
北
部
と
朝
鮮
半
島
南
海
岸
の
間
の
双
方
向
的
な
首

長
間
交
流
︑
さ
ら
に
は
古
墳
築
造
の
共
通
の
基
盤
の
形
成
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ

る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
は
︑
肥
前
の
み
な
ら
ず
九
州
北
部
の
各
地
と
も
関
わ
る
の
で
︑
機

会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

(

四
︶
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
拡
散
と
首
長
︑
構
築
技
術
者

肥
前
か
ら
の
横
穴
式
石
室
の
拡
散

本
稿
で
取
り
扱
っ
た
古
墳
時
代
中
期
の
埋
葬
施
設

を
め
ぐ
る
系
統
関
係
は
複
雑
で
は
あ
る
が
︑
肥
前
の
首
長
層
が
横
穴
式
石
室
の
拡
散
︑

定
型
化
に
お
い
て
鍵
と
な
る
活
動
を
重
ね
た
結
果
と
解
釈
で
き
る
︵
第
五
・
八
図
︶︒
岡

山
県
千
足
古
墳
︑
三
重
県
お
じ
ょ
か
古
墳
と
九
州
の
横
穴
式
石
室
と
の
関
係
は
早
く
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
︑
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室
を
提
唱
し
た
柳
沢
氏
は
そ
れ
ら
が

古
墳
時
代
中
期
中
頃
に
集
中
す
る
こ
と
に
注
目
し
︑
こ
の
時
期
の
活
発
な
地
域
間
関
係

を
想
定
す
る
︵
柳
沢
一
九
九
三
︶︒
遠
賀
川
下
流
の
芦
屋
町
大
城
大
塚
古
墳
や
︑
周
防
灘

に
面
し
た
苅
田
町
御
所
山
古
墳
も
そ
の
延
長
線
に
あ
り
︑
有
明
海
沿
岸
の
首
長
層
と
の

個
別
的
な
関
係
を
通
じ
て
筑
肥
型
石
室
が
採
用
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
︒
九
州
東
部
へ

の
北
部
九
州
型
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
の
拡
散
に
際
し
て
は
︑
す
で
に
北
部
九
州
型
初

期
横
穴
式
石
室
を
定
着
さ
せ
て
い
た
博
多
湾
以
西
の
地
域
や
︑
佐
賀
市
関
行
丸
古
墳
の

よ
う
な
佐
賀
平
野
の
横
穴
式
石
室
の
構
築
技
術
を
基
礎
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

︵
柳
沢
一
九
八
二
︑
土
生
田
一
九
八
三
他
︶︒

こ
の
よ
う
な
肥
前
か
ら
他
地
域
へ
の
横
穴
式
石
室
の
拡
散
は
︑
首
長
間
の
関
係
に
基

づ
い
た
横
穴
式
石
室
の
基
本
構
造
︑
構
築
技
術
の
広
が
り
と
考
え
ら
れ
る
︒
朝
鮮
半
島

南
海
岸
の
九
州
系
横
穴
式
石
室
に
つ
い
て
も
肥
前
を
含
む
有
明
海
沿
岸
︑
博
多
湾
以
西

の
玄
界
灘
沿
岸
と
朝
鮮
半
島
南
海
岸
の
首
長
等
地
域
社
会
の
上
位
の
人
々
の
間
の
地
域

間
関
係
が
背
景
に
想
定
さ
れ
る
︒

首
長
の
関
与

以
上
の
よ
う
に
肥
前
か
ら
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
拡
散
に
は
︑
肥
前
の

首
長
層
が
深
く
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
肥
前
の
首
長
層
は
筑
後
︑
肥
後
の
首
長
層

と
の
関
係
の
な
か
で
︑
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
五
～
六
期
に
筑
肥
型
初
期
横
穴
式
石
室

を
成
立
さ
せ
る
︒
有
明
海
沿
岸
の
首
長
連
合
の
よ
う
な
関
係
が
横
穴
式
石
室
の
展
開
の

背
景
に
あ
る
と
言
え
る
︵
柳
沢
一
九
八
七
︶︒
た
だ
︑
そ
の
成
立
に
際
し
て
は
筑
後
も
含

肥前の初期横穴式石室とその拡散
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第８図 古墳時代中期の九州を中心とした埋葬施設の地域間関係（重藤2016を改変）
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め
て
多
元
的
な
側
面
が
強
く
︑
磐
井
の
乱
に
関
し
て
指
摘
さ
れ
る
筑
紫
君
磐
井
を
頂
点

と
す
る
集
権
的
な
体
制
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
︒

こ
の
よ
う
な
首
長
を
頂
点
と
す
る
地
域
社
会
は
︑
前
方
後
円
墳
の
出
現
と
拡
散
︑
埴

輪
の
受
容
︑
畿
内
か
ら
の
威
信
財
の
配
布
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
︒
裏
を
返
せ
ば
古

墳
時
代
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
地
域
首
長
を
軸
と
し
た
畿
内
の
王
権
や
他
地
域
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
︒

構
築
技
術
者
の
動
向

も
ち
ろ
ん
︑
首
長
が
自
ら
横
穴
式
石
室
を
構
築
す
る
と
い
う
状

況
は
皆
無
で
は
な
い
と
し
て
も
︑
稀
と
思
わ
れ
る
︒
通
常
は
首
長
の
配
下
に
あ
り
︑
農

耕
・
漁
撈
等
に
平
時
に
は
従
事
す
る
地
域
の
各
レ
ベ
ル
の
集
団
の
成
員
が
石
室
や
墳
丘

の
構
築
に
参
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
際
は
農
耕
・
漁
撈
等
の
生
産
物
の
貢
納

と
同
様
の
脈
絡
で
首
長
層
や
集
団
の
祖
霊
に
対
す
る
奉
仕
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
︵
第
九
図
︑
重
藤
二
〇
一
六
︶︒

一
方
︑
首
長
墓
で
の
築
造
に
参
加
す
る
こ
と
で
首
長
の
配
下
の
集
団
成
員
は
横
穴
式

石
室
に
関
す
る
情
報
︑
技
術
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
︒
配
下
の
集
団
の
長
は
中
小
の

円
墳
な
ど
か
ら
な
る
古
墳
群
の
被
葬
者
に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
︑
そ
れ
が
中
小
古
墳

群
に
横
穴
式
石
室
が
普
及
す
る
背
景
に
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
首
長
層

以
外
で
の
横
穴
式
石
室
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ず
︑
中
小
円
墳
の
被
葬
者
層
が
首
長
層
の

埋
葬
施
設
を
取
り
入
れ
る
意
識
が
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
︒
ま
た
︑
首
長

層
は
配
下
の
集
団
成
員
を
首
長
連
合
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
他
地
域
の
首
長
︑
上
位
の

首
長
の
葬
送
儀
礼
に
派
遣
す
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
︒
他
地
域
に
肥
前
の
横
穴

式
室
を
伝
え
た
技
術
者
は
そ
の
よ
う
な
人
々
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

地
域
社
会
の
構
成

以
上
の
よ
う
に
︑
首
長
と
首
長
間
関
係
︑
構
築
技
術
者
の
動
向
が

密
接
に
関
連
し
な
が
ら
︑
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
が
各
地
に
広
が
っ
た
と
言
え
る
︒

ま
た
︑
初
期
横
穴
式
石
室
の
拡
散
︑
普
及
は
古
墳
時
代
の
肥
前
お
よ
び
初
期
横
穴
式
石

室
の
拡
散
先
の
地
域
社
会
の
構
成
を
も
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒

考
古
学
で
は
︑
社
会
構
成
を
経
済
的
関
係
︑
社
会
学
的
関
係
の
直
接
的
な
観
察
で
は

な
く
︑
過
去
の
人
び
と
が
社
会
的
に
残
し
た
物
質
的
資
料
と
そ
の
動
態
か
ら
考
え
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
︒
本
稿
で
検
討
し
た
初
期
横
穴
式
石
室
の
動
態
は
肥
前
の
地
域
社

会
︑
ひ
い
て
は
古
墳
時
代
の
社
会
の
問
題
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
︒
た
だ
︑
こ
の
よ
う

な
社
会
構
成
の
検
討
は
初
期
横
穴
式
石
室
な
ど
の
一
種
類
の
資
料
か
ら
で
は
な
く
︑
性

質
を
異
に
す
る
複
数
の
資
料
か
ら
の
検
討
を
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
︒
本
稿
で
述

べ
た
よ
う
な
肥
前
を
軸
と
し
た
地
域
間
関
係
︑
肥
前
を
始
め
と
す
る
古
墳
時
代
の
地
域

の
社
会
構
成
も
︑
別
の
資
料
の
検
討
か
ら
修
正
︑
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
︒

肥前の初期横穴式石室とその拡散
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奉仕・
労働

埋葬施設・
葬送儀礼

副葬品・
葬送儀礼

埋葬施設の構
築技術・労働

埴輪・葬
送儀礼

古墳群

首長墓

朝
鮮
半
島

盟主墳

埋葬施設・
副葬品

古墳群

首長墓

朝
鮮
半
島

盟主墳

第９図 古墳時代中期の九州北部における埋葬施設の地域・階層間関係のモ

デル（重藤2016）



お
わ
り
に

本
稿
で
は
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
の
各
地
へ
の
拡
散
の
問
題
を
論
じ
た
︒
横
穴
式

石
室
の
検
討
で
は
系
統
︑
技
術
的
な
前
後
関
係
︑
葬
法
︑
階
層
性
︑
技
術
者
の
動
き
︑

古
墳
を
構
築
し
そ
こ
に
葬
ら
れ
る
首
長
の
意
図
︑
地
域
の
社
会
関
係
な
ど
の
様
々
な
側

面
に
迫
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
︒
本
稿
の
論
は
仮
説
の
域
を
出
な
い
部
分
も
多
い
が
︑

横
穴
式
石
室
の
も
つ
様
々
な
側
面
が
肥
前
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
典
型
的
に
現
れ
て
い

る
こ
と
は
︑
多
少
は
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
︒

本
稿
で
は
特
に
肥
前
に
特
有
の
横
穴
式
石
室
の
地
域
的
類
型
を
設
定
し
な
か
っ
た

が
︑
筑
肥
型
︑
初
期
横
穴
式
石
室
Ａ
類
︑
同
Ｂ
類
の
展
開
の
中
で
︑
地
域
性
が
形
成
さ

れ
て
き
た
と
い
え
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
地
域
型
の
形
成
に
は
地
域
間
の
構
築
技
術
の
交

流
︑
そ
の
定
着
と
い
う
過
程
を
た
ど
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
地

域
型
が
強
調
さ
れ
る
の
は
本
稿
で
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
古
墳
時
代
後
期
︑
六
世
紀
以
降

の
こ
と
で
あ
り
︑
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒

本
稿
の
作
成
に
際
し
て
︑
次
の
方
々
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
︒
記
し
て
感
謝
い
た

し
ま
す
︒︵
敬
称
略
︑
五
十
音
順
︶

蒲
原
宏
行

甲
元
眞
之

小
松
譲

辻
田
淳
一
郎

土
生
田
純
之

三
好
元
樹

柳

沢
一
男

注
︵
１
︶
本
稿
の
構
想
に
つ
い
て
は
︑
二
〇
一
九
年
七
月
四
日
に
佐
賀
大
学
で
開
催
さ
れ
た
﹁
佐
賀
県
の

発
掘
調
査
成
果
報
告
二
〇
一
九
﹂︵
主
催

佐
賀
県
文
化
課
文
化
財
保
護
室
・
佐
賀
大
学
︶
で
同

題
で
発
表
し
た
︒

︵
２
︶
竪
穴
式
石
室
の
平
面
規
模
は
都
出
比
呂
志
氏
︵
都
出
二
〇
〇
五
︶
の
研
究
を
参
考
に
し
た
︒

︵
３
︶
可
楽
洞
五
号
墳
︑
南
井
里
一
一
九
号
墳
の
規
模
は
報
告
書
を
参
考
に
し
た
︵
蠶
室
地
区
遺
跡
発

掘
調
査
団
一
九
七
七
︑
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
編
一
九
三
五
︶︒
た
だ
︑
近
年
の
百
済
漢
城
期
の
横
穴

式
石
室
の
平
面
規
模
等
も
加
え
て
再
度
検
討
す
る
必
要
も
感
じ
て
い
る
︒

︵
４
︶
小
松
譲
氏
は
︑
樋
ノ
口
古
墳
石
障
石
材
と
な
っ
た
砂
岩
の
産
地
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
考
え
ら

れ
て
き
た
内
陸
部
で
は
な
く
︑
唐
津
市
湊
の
海
岸
と
考
え
て
い
る
︵
小
松
二
〇
一
七
︶︒

引
用
文
献
︵
著
者
名
五
十
音
順
︶

家
田
淳
一
編
一
九
九
三
﹃
切
畑
遺
跡
﹄
九
州
横
断
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

︵
一
六
︶

佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
一
六
集

家
田
淳
一
・
矢
野
和
之
・
鷲
津
綾
子
編
一
九
九
一
﹃
史
跡
谷
口
古
墳
保
存
修
理
事
業
報
告
書
﹄
浜
玉

町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集

池
ノ
上
宏
・
吉
田
東
明
編
二
〇
一
一
﹃
津
屋
崎
古
墳
群
﹄
Ⅱ

福
津
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集

石
山
勲
編
一
九
七
七
﹃
九
州
縦
貫
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
﹄
Ⅹ

福
岡
県
教
育
委
員

会
石
山
勲
一
九
八
一
﹃
釜
塚
古
墳
﹄
前
原
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
集

石
山
勲
・
三
池
賢
一
一
九
七
六
﹃
史
跡
御
所
山
古
墳
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
﹄
苅
田
町
教
育
委

員
会宇

野
愼
敏
二
〇
一
三
﹁
大
村
市
・
黄
金
山
古
墳
の
再
検
討
﹂﹃
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
﹄
二

考
古

学
研
究
室
開
設
二
十
五
周
年
記
念

福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室

太
田
宏
明
二
〇
一
六
﹃
横
穴
式
石
室
と
古
墳
時
代
社
会
︱
遺
構
分
析
の
方
法
と
実
践
﹄
雄
山
閣

小
方
良
臣
・
舌
間
悟
・
古
野
千
枝
子
編
一
九
八
九
﹃
下
遺
跡
群
﹄
若
宮
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七

集
岡
村
秀
典
・
重
藤
輝
行
編
一
九
九
三
﹃
番
塚
古
墳
﹄
苅
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
〇
集

小
倉
正
五
・
佐
藤
良
二
郎
一
九
八
九
﹁
葛
原
古
墳
再
考
﹂﹃
古
文
化
談
叢
﹄
第
二
〇
集
︵
下
︶

小
田
富
士
雄
一
九
七
〇
﹁
長
崎
県
大
村
市
黄
金
山
古
墳
調
査
報
告
﹂﹃
九
州
考
古
学
﹄
第
三
九
・
四

〇
号小

田
富
士
雄
一
九
八
〇
﹁
横
穴
式
石
室
の
導
入
と
そ
の
源
流
﹂﹃
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古

代
史
講
座
四

朝
鮮
三
国
と
倭
国
﹄
学
生
社

蒲
原
宏
行
一
九
八
三
﹁
竪
穴
系
横
口
式
石
室
考
﹂
古
墳
文
化
研
究
会
編
﹃
古
墳
文
化
の
新
視
角
﹄
雄
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山
閣蒲

原
宏
行
一
九
九
八
﹃
織
島
西
分
遺
跡
群
﹄
三
日
月
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
集

蒲
原
宏
行
・
多
々
良
友
博
・
森
田
孝
志
・
友
貞
菜
穂
子
・
矢
野
佳
代
子
・
堤
圭
子
編
一
九
八
四
﹃
金

立
開
拓
遺
跡
﹄
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
七
集

唐
津
湾
周
辺
遺
跡
調
査
委
員
会
編
一
九
八
二
﹃
末
盧
国
﹄
六
興
出
版

木
下
之
治
一
九
六
三
﹁
佐
賀
市
金
立
町
丸
山
古
墳
﹂﹃
新
郷
土
﹄
昭
和
三
八
年
四
月
号

木
下
之
治
一
九
七
五
﹃
佐
賀
市
金
立
町
西
隈
古
墳
﹄
佐
賀
市
教
育
委
員
会

金
奎
運
二
〇
一
八
﹁
九
州
地
域
横
穴
式
石
室
の
導
入
過
程
の
検
討
﹂﹃
海
峡
を
通
じ
た
文
化
交
流
﹄

九
州
考
古
学
会
・
嶺
南
考
古
学
会
第
一
三
回
合
同
考
古
学
大
会
資
料
集

金
武
重
二
〇
一
三
﹁
百
済
漢
城
期
横
穴
式
石
室
墳
の
構
造
と
埋
葬
方
法
﹂﹃
古
文
化
談
叢
﹄
第
六
九

集
︵
訳
・
武
末
純
一
︶

藏
冨
士
寛
二
〇
〇
九
﹁
九
州
地
域
の
横
穴
式
石
室
﹂

杉
井
健
編
﹃
九
州
系
横
穴
式
石
室
の
伝
播
と

拡
散
﹄
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
七
年
度
熊
本
大
会
分
科
会
Ⅰ
記
録
集

中
国
書
店

久
留
米
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
九
四
﹃
久
留
米
市
史
﹄
第
一
二
巻

資
料
編
︵
考
古
︶

久
留
米

市
甲
元
眞
之
二
〇
一
九
﹁
羽
子
板
状
石
室
考
﹂﹃
先
史
学
・
考
古
学
論
究
﹄
Ⅶ

龍
田
考
古
会

小
嶋
篤
二
〇
一
二
﹁
墓
域
と
領
域
︱
胸
肩
君
一
族
の
足
跡
︱
﹂﹃
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
﹄
三

七
小
林
行
雄
一
九
六
一
﹃
古
墳
時
代
の
研
究
﹄
青
木
書
店

小
林
行
雄
編
一
九
六
四
﹃
装
飾
古
墳
﹄
平
凡
社

小
松
譲
一
九
九
九
﹁
肥
前
東
部
地
域
の
横
穴
式
石
室
・
導
入
と
展
開
お
よ
び
終
末
﹂﹃
九
州
に
お
け

る
横
穴
式
石
室
の
導
入
と
展
開
﹄
第
二
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
資
料
集

小
松
譲
二
〇
一
七
﹁
末
盧
国
と
松
浦
砂
岩
石
室
・
石
棺
を
た
ず
ね
て
﹂﹃
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
七

〇
一近

藤
義
郎
編
一
九
九
二
﹃
前
方
後
円
墳
集
成
﹄
九
州
編

山
川
出
版
社

佐
賀
県
一
九
三
〇
﹃
佐
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
﹄
第
二
輯

重
藤
輝
行
一
九
九
二
﹁
北
部
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
に
み
ら
れ
る
階
層
性
と
そ
の
背
景
﹂﹃
九
州

考
古
学
﹄
第
六
七
号

重
藤
輝
行
二
〇
一
〇
﹁
北
部
九
州
に
お
け
る
古
墳
時
代
中
期
の
土
器
編
年
﹂﹃
古
文
化
談
叢
﹄
第
六

三
集重

藤
輝
行
二
〇
一
一
ａ
﹁
肥
前
東
部
地
域
に
お
け
る
古
墳
時
代
前
期
・
中
期
の
埋
葬
施
設
﹂﹃
佐
賀

大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
﹄
第
５
号

重
藤
輝
行
二
〇
一
一
ｂ
﹁
筑
後
・
肥
前
の
首
長
墓
系
譜
﹂﹃
九
州
に
お
け
る
首
長
墓
系
譜
の
再
検
討
﹄

第
一
三
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
発
表
資
料
集

重
藤
輝
行
二
〇
一
五
﹁
山
の
神
古
墳
横
穴
式
石
室
の
時
期
と
系
譜
﹂﹃
山
の
神
古
墳
の
研
究
﹄
日
本

学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
︵
Ｂ
︶
成
果
報
告
書

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
考
古
学
研
究

室
重
藤
輝
行
二
〇
一
六
﹁
古
墳
の
埋
葬
施
設
の
階
層
性
と
地
域
間
関
係
︱
古
墳
時
代
中
期
の
九
州
北

部
を
例
と
し
て
︱
﹂

田
中
良
之
先
生
追
悼
論
文
集
編
集
委
員
会
編
﹃
考
古
学
は
科
学
か
︱
田
中
良
之

先
生
追
悼
論
文
集
﹄
中
国
書
店

重
藤
輝
行
二
〇
一
八
ａ
﹁
お
じ
ょ
か
古
墳
の
横
穴
式
石
室
と
九
州
﹂﹃
お
じ
ょ
か
古
墳
発
掘
五
〇
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集

お
じ
ょ
か
古
墳
と
五
世
紀
の
倭
﹄
志
摩
市
教
育
委
員
会

重
藤
輝
行
二
〇
一
八
ｂ
﹁
日
本
九
州
地
域
石
室
墓
の
系
譜
と
起
源
地
﹂
﹃
二
〇
一
八
百
済
歴
史
遺

跡
国
際
学
術
会
議

東
ア
ジ
ア
の
古
墳
文
化
と
百
済
王
陵
の
位
相
﹄
予
稿
集

ソ
ウ
ル
特
別
市
・
百
済

学
会七

田
忠
昭
一
九
八
三
﹃
船
石
遺
跡
﹄
上
峰
村
教
育
委
員
会

柴
元
静
夫
一
九
七
一
﹁
夏
崎
古
墳
発
掘
調
査
概
報
﹂﹃
新
郷
土
﹄
第
二
六
六
号

島
田
寅
次
郎
一
九
二
五
﹁
上
津
荒
木
浦
山
古
墳
﹂﹃
福
岡
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
﹄

第
一
輯

下
田
章
吾
一
九
九
四
﹃
ひ
さ
ご
塚
古
墳
﹄
Ⅱ

東
彼
杵
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
集

白
石
太
一
郎
一
九
六
五
﹁
日
本
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
系
譜
︱
横
穴
式
石
室
の
受
容
に
関
す
る

一
考
察
︱
﹂﹃
先
史
学
研
究
﹄
第
五
号

杉
山
富
雄
編
二
〇
〇
二
﹃
鋤
崎
古
墳
﹄
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
三
〇
集

高
橋
克
壽
・
永
江
寿
夫
二
〇
一
五
﹃
若
狭
向
山
一
号
墳
﹄
福
井
県
若
狭
町

朝
鮮
古
蹟
研
究
会
編
一
九
三
五
﹃
楽
浪
王
光
墓
﹄
古
蹟
調
査
報
告
第
二

辻
田
淳
一
郎
編
二
〇
一
五
﹃
山
の
神
古
墳
の
研
究
﹄
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

︵
Ｂ
︶
成
果
報
告
書

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
考
古
学
研
究
室

都
出
比
呂
志
二
〇
〇
五
﹃
前
方
後
円
墳
と
社
会
﹄
塙
書
房

中
島
直
幸
編
一
九
八
七
﹃
双
水
柴
山
遺
跡
﹄
唐
津
市
文
化
財
調
査
報
告
第
二
〇
集

中
村
幸
史
郎
氏
編
一
九
八
九
﹃
銭
亀
塚
古
墳
ほ
か
：
菊
池
川
中
流
域
古
墳
・
横
穴
群
総
合
調
査
報
告

書
︵
四
︶﹄
山
鹿
市
立
博
物
館
調
査
報
告
書
第
九
集

山
鹿
市
教
育
委
員
会

中
村
弘
一
九
九
二
﹁
お
じ
ょ
か
古
墳
の
検
討
﹂
関
西
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
編
﹃
紀
伊
半
島
の

肥前の初期横穴式石室とその拡散
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文
化
史
的
研
究
﹄
考
古
学
編

清
文
堂

西
田
和
宏
編
二
〇
一
五
﹃
千
足
古
墳
﹄
岡
山
市
教
育
委
員
会

橋
口
達
也
編
一
九
八
九
﹃
新
原
・
奴
山
古
墳
群
﹄
津
屋
崎
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
集

土
生
田
純
之
一
九
八
三
﹁
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
﹂﹃
古
文
化
談
叢
﹄
第
一
二
集

土
生
田
純
之
一
九
九
四
﹁
畿
内
型
石
室
の
成
立
と
伝
播
﹂
荒
木
敏
夫
編
﹃
ヤ
マ
ト
王
権
と
交
流
の
諸

相
﹄
名
著
出
版

朴
天
秀
二
〇
〇
二
﹁
栄
山
江
流
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
被
葬
者
の
出
自
と
そ
の
性
格
﹂﹃
考
古

学
研
究
﹄
第
四
九
巻
第
二
号

東
中
川
忠
美
編
一
九
八
六
﹃
久
保
泉
丸
山
遺
跡
﹄
九
州
横
断
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

書
︵
五
︶
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
四
集

樋
口
隆
康
一
九
五
五
﹁
九
州
古
墳
墓
の
性
格
﹂﹃
史
林
﹄
第
三
八
巻
第
三
号

古
門
雅
高
一
九
九
九
﹁
黄
金
山
古
墳
出
土
土
師
器
の
検
討
﹂﹃
西
海
考
古
﹄
創
刊
号

洪
潽
植
二
〇
〇
九
﹁
韓
半
島
南
部
地
域
の
九
州
系
横
穴
式
石
室
﹂
杉
井
健
編
﹃
九
州
系
横
穴
式
石
室

の
伝
播
と
拡
散
﹄
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
七
年
度
熊
本
大
会
分
科
会
Ⅰ
記
録
集

中
国
書
店

松
尾
禎
作
・
七
田
忠
志
一
九
四
九
﹁
大
塚
古
墳
﹂﹃
佐
賀
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
﹄
第

八
輯松

尾
禎
作
一
九
五
〇
﹃
目
達
原
古
墳
群
調
査
報
告
﹄
佐
賀
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
九

輯
松
尾
禎
作
一
九
五
一
﹁
横
田
下
古
墳
﹂﹃
佐
賀
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
﹄
第
十
輯

美
浦
雄
二
編
二
〇
一
一
﹃
仁
田
古
墳
群
﹄
Ⅱ

佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
八
八
集

宮
原
佑
治
二
〇
一
七
﹁
お
じ
ょ
か
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
起
源
に
関
す
る
一
試
論
﹂﹃
海
の
古
墳
を

考
え
る
﹄
Ⅵ

学
術
研
究
集
会
﹁
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅵ
﹂
実
行
委
員
会
・
海
の
古
墳
を
考
え
る
会

三
好
元
樹
二
〇
一
七
﹁
お
じ
ょ
か
古
墳
の
出
土
遺
物
と
そ
の
評
価
﹂﹃
海
の
古
墳
を
考
え
る
﹄
Ⅵ

学
術
研
究
集
会
﹁
海
の
古
墳
を
考
え
る
Ⅵ
﹂
実
行
委
員
会
・
海
の
古
墳
を
考
え
る
会

武
藤
直
治
・
鏡
山
猛
一
九
三
七
﹁
筑
後
一
條
石
人
山
古
墳
﹂﹃
福
岡
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

報
告
書
﹄
第
一
二

輯

毛
利
哲
久
編
二
〇
〇
〇
﹃
小
正
西
古
墳
﹄
穂
波
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
二
集

森
下
浩
行
一
九
八
六
﹁
日
本
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
出
現
と
そ
の
系
譜
︱
畿
内
型
と
九
州
型
︱
﹂

﹃
古
代
学
研
究
﹄
一
一
一

森
下
浩
行
一
九
八
七
﹁
九
州
型
横
穴
式
石
室
考
︱
畿
内
型
出
現
前
・
横
穴
式
石
室
の
様
相
︱
﹂﹃
古

代
学
研
究
﹄
一
一
五

森
貞
次
郎
一
九
四
九
﹁
北
九
州
古
墳
の
編
年
的
考
察
︵
予
報
︶﹂﹃
西
日
本
史
学
﹄
創
刊
号

柳
沢
一
男
一
九
七
五
﹁
北
部
九
州
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
展
開
﹂
福
岡
考
古
学
研
究
会
編
﹃
九
州

考
古
学
の
諸
問
題
﹄
東
出
版

柳
沢
一
男
一
九
八
二
﹁
竪
穴
系
横
口
式
石
室
再
考
︱
初
期
横
穴
式
石
室
の
系
譜
︱
﹂﹃
森
貞
次
郎
博

士
古
稀
記
念
古
文
化
論
集
﹄
下
巻

森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会

柳
沢
一
男
一
九
八
六
﹃
丸
隈
山
古
墳
﹄
Ⅱ

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
六
集

柳
沢
一
男
一
九
八
七
﹁
石
製
表
飾
考
﹂﹃
岡
崎
敬
先
生
退
官
記
念
論
集

東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
﹄

下
巻

同
朋
舎

柳
沢
一
男
一
九
九
三
﹁
横
穴
式
石
室
の
導
入
と
系
譜
﹂﹃
季
刊
考
古
学
﹄
第
四
五
号

山
口
譲
治
・
吉
留
秀
敏
・
渡
辺
芳
郎
編
一
九
八
九
﹃
老
司
古
墳
﹄
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第
二
〇
九
集

山
崎
信
二
一
九
八
五
﹃
横
穴
式
石
室
構
造
の
地
域
別
比
較
研
究
﹄
一
九
八
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究

費
奨
励
研
究
Ａ
研
究
報
告

山
中
英
彦
編
二
〇
〇
五
﹃
稲
童
古
墳
群
﹄
行
橋
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
二
集

横
尾
義
明
編
一
九
七
七
﹃
木
塚
遺
跡
﹄
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
集

渡
辺
正
気
一
九
五
八
﹃
佐
賀
市
関
行
丸
古
墳
﹄
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
輯

金
洛
中
二
〇
〇
八
﹁
榮
山
江
流
域

初
期
橫
穴
式
石
室

�

登
場

�

意
味
﹂﹃
湖
南
考
古
学
﹄
第
二
九
輯

東
新
大
学
校
博
物
館
二
〇
一
五
﹃
咸
平
馬
山
里
一
号
墳
﹄

蠶
室
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
団
一
九
七
七
﹁
蠶
室
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
﹂﹃
韓
国
考
古
学
年
報
﹄

三

重 藤 輝 行
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